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予算常任委員会議事録 

 

１ 日  時  令和３年３月５日（金） 午前 ９時３０分 開会 

２ 場  所  太子町議会全員協議会室 

３ 出席委員  委 員 長    䭜本  馨    副委員長   藤井千代美 

        委  員    斧田 秀明           建石 良明 

                西田いく子           䭜本 博之 

                中村 直幸           森田 忠彦 

                山田  強 

        議  長    村井 浩二 

４ 欠席委員                

５ 説 明 員  町 長  田中 祐二   危機管理課長  村上 正規 

        副 町 長  藤原  幹   観光産業課長  西本 武史 

        教 育 長  勝良 憲治   地域整備課長  堀内 孝茂 

        総 務 部 長  小角 孝彦   生活環境課長  䭜本 知也 

        まちづくり推進部長  村上 正規   子育て支援課長  小路 展裕 

        健康福祉部長  子安 逸二   福 祉 課 長  松岡 健一 

        教 育 次 長  池田 貴則   高齢介護課長  武部 勝浩 

        秘 書 課 長  東條 信也   健康増進課長  松井  靖 

        総務政策課長  奥埜 哲生   保険医療課長  子安 逸二 

        財 政 課 長  小角 孝彦   教育総務課長  池田 貴則 
 
        会 計 管 理 者                 林  達也   生涯学習課長  鳥取 勝憲 
        兼 会 計 課 長 

        税 務 課 長  林  達也   学務指導担当課長  矢野 敦則 

        住民人権課長  吉田 雅樹 

６ 議会事務局  事 務 局 長  上田 周治   書 記  木下 雄平 

７ 傍 聴 者                

８ 会議に付した事件 

（１）議案第５号 令和２年度太子町一般会計補正予算（第１０号） 

（２）議案第８号 令和３年度太子町一般会計予算 
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午前 ９時３０分 開 会 

○䭜本（馨）委員長 皆さん、おはようございます。 

 本日、予算常任委員会を開催させていただきましたところ、ご出席いただきましてあ

りがとうございます。 

 会議に先立ちまして、町長より挨拶を受けます。 

○田中町長 皆さん、おはようございます。予算常任委員会の開会に当たり、ご挨拶を申

し上げます。 

 委員の皆様方には早朝よりご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

 さて、本委員会に付託された案件でございますが、議案第５号、令和２年度太子町一

般会計補正予算（第１０号）及び議案第８号、令和３年度太子町一般会計予算の２件で

ございます。 

 何とぞよろしくご審議いただき、ご議決賜りますようお願い申し上げまして、簡単で

はございますが、開会の挨拶とさせていただきます。 

○䭜本（馨）委員長 本日は、全員出席していただいておりますので、会議は成立いたし

ました。これより委員会を開会いたします。直ちに会議に入ります。 

 今回、本委員会に付託されました案件は、補正予算案件が１件、当初予算案が１件の

計２件でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

 それでは、議案第５号、令和２年度太子町一般会計補正予算（第１０号）、これを議

題といたします。 

 本件について説明を求める前に、皆様にお諮りいたします。 

 内容の説明につきましては、それぞれ所管の歳入歳出の説明を一括して受け、その後、

質疑に移りたいと考えますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○䭜本（馨）委員長 ご異議なしと認めます。それでは、一括して説明を求めます。 

○小角総務部長 おはようございます。 

 それでは、議案第５号、令和２年度太子町一般会計補正予算（第１０号）についてご

説明申し上げます。 

 それでは補正予算書の１頁をお願いいたします。 

 第１条歳入歳出予算の補正でございますが、第１項の既定の歳入歳出予算の総額に、
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それぞれ１億２千３４２万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額を７２億３千１５０万

１千円とするものでございます。 

 第２条の繰越明許費でございますが、５頁のほうをお願いいたします。 

 第２条繰越明許費として表を添付しております。東京２０２０オリンピック聖火リレ

ー運営事業は、聖火リレーが令和３年度に延期されましたことから、また、住民登録事

業及び健康増進計画・食育基本計画策定事業につきましては、新型コロナウイルス感染

症対応の延長により、今年度で執行することが困難となったことから、翌年度へ繰り越

すものでございます。 

 第３条の地方債の補正でございますが、６頁、次の頁をお願いいたします。 

 第３表地方債の追加で、減収補塡債の地方債の変更では、生涯学習施設等整備事業ほ

か事業費精査に伴うもので、それぞれ借入限度額及び借入条件を定めております。 

 それでは、総務部が所管します補正内容についてご説明申し上げます。 

 補正予算書の１６、１７頁をお願いいたします。 

 まず歳出についてご説明申し上げます。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費、補正額６８０万９千円の減額。 

 事業区分２の議会運営事業は議員報酬や議員期末手当などの事業費の精査による減額

補正でございます。 

 次に、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額６２０万４千円の減額。

事業別区分６の秘書人事管理事業、補正額４２０万４千円の減額は、会計年度任用職員

報酬や社会保険料など、また事業区分９の一般管理事業、補正額２００万円の減額は、

公用車運転委託料の各々事業費の精査による減額補正でございます。 

 次に、４目財産管理費、事業区分１の庁舎維持管理事業は、補正予算（第３号）で予

算編成させていただきました庁舎エレベーター改修工事に減収補塡債を充当したことに

よる財源内訳補正を行っております。 

 次に、１２目人権啓発費、補正額２４５万６千円の減額は、事業別区分１の人権啓発

事業、人権行政基本方針・人権推進プラン策定業務委託料の事業費の精査による減額補

正でございます。 

 次に、２項徴税費、１目税務総務費、補正額６８万３千円の減額。事業別区分４の町

民課税事業、補正額３８万５千円の減額は、町・府民税賦課事務委託料。 

 次の頁をお願いいたします。１８頁です。 
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 事業別区分５の固定資産税課税事業、補正額２９万８千円の減額は、事業費の精査に

よる減額補正でございます。 

 次に、４項選挙費、２目町長・町議会議員補欠選挙費、補正額１８１万１千円の減額

は、事業別区分１、町長・町議会議員補欠選挙事業の会計年度任用職員報酬、印刷製本

費や公費負担ハガキ郵送料など事業費の精査による減額補正でございます。 

 次に、３目町議会議員選挙費、補正額２１６万１千円の減額は、事業別区分１、町議

会議員選挙事業で職員の時間外手当や公費負担ハガキ郵送費、ポスター掲示板設置委託

料など事業費の精査による減額補正でございます。 

 次に少し飛びますけれども３６、３７頁をお願いいたします。一番後ろの手前です。

一番後ろの手前の頁でございます。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金、補正額３３万８千円の減額は、事業別区分１

町債元金償還事務事業で、町債元金償還金でございます。また２目利子、補正額３２７

万２千円の減額は、事業区分１、町債利子償還費用事務事業で、一時借入金利子２７０

万円と町債利子償還金５７万２千円でございます。いずれも事業費の精査による減額補

正でございます。 

 続きまして、歳入でございます。１０頁、１１頁をお願いいたします。 

 １款町税、２項固定資産税、１目固定資産税、１節現年度分１千８００万円の減額。

４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税、１節現年度分４千２００万円の減額。 

 ７款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金、１節地方消

費税交付金５００万円の減額。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金、１項ゴルフ場利用税交付金、１目ゴルフ場利用税交付金、

１節ゴルフ場利用税交付金６００万円の減額。 

 これらは、コロナウイルス感染症の影響など、事業費の精査による減額補正でござい

ます。 

 次に、１４頁、１５頁のほうをお願いいたします。 

 １９款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金繰入金、

補正額５１万２千円の減額は、財源調整として予算措置をしております。 

 ４目公共施設整備基金繰入金、１節公共施設整備基金繰入金、補正額６千３００万７

千円の減額は、公共施設整備基金の充当を予定しておりましたが、事業精査及び減収補

塡債を充当することによる減額補正でございます。 
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 次に、２２款町債、１項町債、１目土木債、１節道路橋梁債、補正額３７０万円減額

は、工事費の落札など事業費の精査による減額補正でございます。 

 続きまして２目教育債１千３９０万円の減額でございますが、内訳は、１節保健体育

債、補正額１４０万円の減額。総合スポーツ公園改修事業債、２節学校債、補正額５４

０万円の減額。小中学校通信ネットワーク環境整備事業債、３節社会教育債、補正額７

１０万円の減額。生涯学習施設等整備事業債でございます。各々の減額につきましては、

工事費の落札など事業の精査による減額補正でございます。 

 ５目減収補塡債、補正額７千万円は、基準財政収入額と税収額の差を精算するために

発行する地方債で、地方消費税交付金や市町村たばこ税などの減で合計７千万円の減収

が見込まれます。従来であれば次年度に精算されることから借り入れる必要はございま

せんが、新型コロナウイルス感染症の関係で精算がないということから借入れを行うも

のでございます。また、充当につきましては、起債が可能な公共施設などの整備事業に

充当するとされており、各事業において財源内訳補正を行っております。尚、次年度で

の精算がないことから、想定以上の減収に備えるため、ある程度余裕のある形で計上し

ております。 

 以上が、総務部が所管します補正内容でございます。 

○子安健康福祉部長 続きまして、健康福祉部が所管します項目の補正予算の内容につき

ましてご説明を申し上げます。 

 まず歳出予算から説明させていただきます。補正予算書の、２０、２１頁をお願いい

たします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、２目障がい福祉費、補正額２１４万５千円の増額。事

業別区分１、障がい福祉管理事業の１２節委託料で、電算機器・プログラム変更等委託

料２１４万５千円を増額いたしております。これは障害者総合支援法に基づく各種給付

に係る報酬体系等に伴う電算改修が必要となったことによるものでございます。 

 次に、３目老人福祉費、補正額１７４万１千円の減額は、事業別区分４、老人ホーム

入所事業の１９節扶助費で、養護老人ホーム入所措置費７４万１千円を減額いたしてお

ります。これは年度途中の入所者に対する措置費を計上しておりましたが、実績が見込

まれないことから減額するものでございます。 

 また、事業別区分１１、高齢者生きがい活動促進事業の１８節負担金補助及び交付金

で、高齢者生きがい活動支援事業費補助金１００万円の減額は、新型コロナウイルス感
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染症等の影響もあり、令和２年度中に補助金の対象となる高齢者自らによる生きがいや

健康づくりにつながる活動を行う新規団体がなかったことによるものでございます。 

 次に、５目重度障がい者医療助成費、補正額６５０万円の減額、事業別区分１、重度

障がい者医療費助成事業で、１９節扶助費の重度障がい者医療助成費で６５０万円の減

額。これは１人当たりの助成が新型コロナウイルス感染症等の影響により、予算編成時

の見込みを下回ったことなどによるものでございます。 

 次に、７目子ども医療助成費、補正額７５０万円の減額。事業別区分１の子ども医療

費助成事業で１９節扶助費の子ども医療助成費で７５０万円の減額。これも重度障がい

者医療費助成事業と同様、１人当たりの助成が見込みを下回ったことによるものでござ

います。 

 次に、２項児童福祉費、４目児童福祉費、１節児童措置費、補正額７０６万５千円の

減額。事業別区分１の児童手当給付事業の１９節扶助費で、給付対象児童数が当初見込

みを下回ったことにより児童手当費を７０６万５千円減額するものでございます。 

 次の頁をお願いいたします。２２、２３頁でございます。 

 ２目児童運営費、補正額１千６３３万２千円の増額事業別区分１、保育所運営事業の

１８節負担金補助及び交付金で、障がい児の受入れ数が少なかったことにより、障がい

児保育医療費補助金を３２０万円、補助の対象となる保育士の配置が予定していた２園

のうち１園で年度途中からとなったことにより、保育体制強化事業補助金を５０万円、

それぞれ減額いたしております。一方、保育所入所委託料につきましては、ゼロ歳児の

入所人数が当初の見込みを上回ったことに加え、公定価格が増額されたことにより、２

千３万２千円を増額いたしております。 

 次に、３目放課後児童会費、補正額８１６万円の減額は、事業別区分１、放課後児童

回運営事業で、放課後児童会支援員に係る会計年度任用職員の人件費の精査により、報

酬で５３１万２千円、期末手当で９７万２千円、共済費で１２４万７千円減額している

ほか、予定していた放課後児童会の磯長教室の移転が昨年１１月に完了し、事業費が確

定したことから、不用が見込まれる６２万９千円を減額いたしております。 

 次に、４目児童福祉費、補正額４０６万円の減額。事業別区分２、子ども子育て支援

事業の２０１万４千円の減額は、ゼロ歳児から２歳児を対象とする多子世帯保育料等助

成で、９９万円の減額。新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言発出時の登園自

粛要請により、利用料を日割にて減額したことによるものでございます。また副食費補
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助１０２万４千円の減額は、非課税世帯の公定価格上の副食費加算された児童の増加に

よるものでございます。 

 また事業別区分３、児童虐待防止事業の７４万５千円の減額及び事業別区分５、保育

所等巡回支援・児童個別支援事業の１３０万１千円の減額は、いずれも事業で必要とな

る社会福祉士や臨床心理士などの専門職の人件費の精査によるものでございます。 

 次に、４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、補正額３３６万７千円の

増額は、事業別区分２、保健衛生管理事業の１８節負担金補助及び交付金の小児救急医

療事業負担金で１７５万９千円を、富田林休日診療所運営負担金で１６０万８千円をそ

れぞれ増額いたしております。これは昨年来の新型コロナウイルス感染症の影響で、小

児救急医療及び富田林休日診療所の利用者の減少に伴い、診療報酬が減少したことで、

令和２年度において構成市町村に追加負担が必要となったことによるほか、富田林休日

診療所については、令和２年度中に行った新型コロナウイルス対策に伴う休日診療所の

改修により追加負担が必要となったことによるものでございます。 

 次の頁をお願いいたします。２４、２５頁でございます。 

 ２目健康管理費、補正額５４０万円の減額。事業別区分１の予防事業で２３０万円の

減額は、昨年度に引き続き出生数が低迷していることから、１２節乳幼児等予防接種委

託料で接種者数が当初見込みを下回ったことによるものでございます。 

 また、事業別区分６、母子保健事業の３１０万円の減額についても、乳幼児予防接種

同様、妊婦数の低迷により妊婦健康診査委託料で受診者数が当初見込みを下回ったこと

によるものでございます。 

 少し頁のほうを飛んでいただきまして、３２、３３頁をお願いいたします。 

 頁の中ほどでございます。９款教育費、５項幼稚園費、１目幼稚園費、補正額６５８

万７千円の減額のうち、事業別区分７、預かり保育事業で１６２万円の減額。これは新

型コロナウイルス感染症の影響により預かり保育等の利用者数が当初見込みを下回った

ことによるもので、１８節負担金補助及び交付金の子育てのための施設等利用給付費を

１６２万円減額するものでございます。 

 また、次の事業別区分８、私立幼稚園等助成事業の４２９万７千円の減額についても、

同様に利用者数の減少により当初見込みを下回ったことから、施設型給付負担金を減額

するものでございます。 

 続きまして歳入でございます。 
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 恐れ入ります１０頁、１１頁をお願いいたします。 

 頁の中ほどでございます、１３款分担金および負担金、１項負担金、１目民生費負担

金、補正額１千１８８万円の減額は、歳出予算で説明させていただきましたとおり、年

度途中の老人ホーム入所者が発生しなかったことにより、２節老人福祉費負担金で７４

万１千円の減額のほか、３節児童福祉費負担金でゼロ歳から２歳児の所得に応じた入所

利用料を精査したことにより、１千１１３万９千円を減額いたしております。 

 次、１５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、補正額５４４万７

千円の減額は、１節社会福祉費関連の介護給付・訓練等給付費等負担金で１千６５０万

円の減額。これは主に居宅介護や重度訪問介護の給付見込みに対して、国による調整率

より減額となったものでございます。また２節児童福祉費負担金１千１０５万３千円の

増額は、歳出の保育所入所委託費で説明いたしましたとおり、入所人数が当初見込みを

上回ったことにより、１千６２７万２千円を増額しているほか、児童手当の支給対象者

が当初見込みを下回ったことにより、児童手当負担金で５２１万９千円を減額いたして

おります。 

 次に、２目教育費国庫負担金、補正額１２７万４千円の減額は、私立幼稚園及び預か

り保育の利用者数が見込みを下回ったことにより、施設型給付費負担金で４６万４千円。

次の頁をお願いいたします。１２、１３頁となります。 

 右頁の一番上でございます。子育てのための施設等利用給付負担金で８１万円をそれ

ぞれ減額しております。 

 次に、２項国庫補助金、２目民生費国庫補助金、補正額７３万１千円の減は、１節社

会福祉費補助金の１０万９千円の減額。これは歳出でご説明いたしました報酬改訂等に

伴う電算改修に対する補助金で、障がい者総合支援事業費補助金を８９万１千円増額す

る一方、歳出の高齢者生きがい活動促進事業の減額に伴い、高齢者生きがい活動促進事

業補助金１００万円を減額するものでございます。 

 また、２節児童福祉費補助金で６２万２千円の減額は、歳出の児童虐待防止事業の減

額に伴い、同事業に対する補助金である児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業補助金を３

７万２千円減額しているほか、保育対策総合支援事業費補助金につきましても、歳出予

算の減額補正に伴い２５万円減額するものでございます。 

 次に、１６款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金、補正額３７０万８千円

の減額は、２節児童福祉費負担金の保育所入所委託費負担金で２６６万２千円の減額。
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これは歳出の保育所入所委託費に対する国庫支出金と府支出金の負担割合が変わったこ

とによるものとなっております。また、児童手当負担金につきましては、国庫支出金と

同様に児童手当の支給対象者が当初見込みを下回ったことにより、１０４万６千円を減

額いたしております。 

 次に、２目教育費府負担金、補正額９２万２千円の減額は、１節教育振興費負担金で

国庫支出金と同様に、私立幼稚園及び預かり保育の利用者の減少により、施設型給付費

負担金で５１万７千円、子育てのための施設等利用給付負担金で４０万５千円をそれぞ

れ減額いたしております。 

 ２項府補助金、２目民生費府補助金、補正額６４０万５千円の減額は、２節福祉医療

費補助金で６２８万円の減額。これは歳出でご説明いたしましたとおり、重度障がい者

医療助成費及び子ども医療費医療助成費において、歳出予算を減額補正することに伴う

ものでございます。 

 また３節児童福祉費補助金では、保育支援員の雇用負担が見込みを下回ったことに伴

い、保育対策総合支援事業費補助金を１２万５千円減額するものでございます。 

 以上で、健康福祉部が所管の補正予算の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○村上まちづくり推進部長 おはようございます。 

 引き続きまして、まちづくり推進部所管の補正予算の説明をいたします。 

 恐れ入ります、２４、２５頁をお願いいたします。 

 ４款衛生費、２項清掃費、１目清掃費、事業別区分３のクリーンキャンペーン事業、

補正額１３５万１千円の減は、新型コロナウイルス感染症拡大により１２月に実施予定

であったクリーンキャンペーンの中止によるものでございます。 

 ５款農林水産業費、１項農業費、３目耕地事業費、事業別区分１の耕地関連事務事業、

葉室地区の農道修繕工事請負費の財源につきまして、一般財源から地方債に財源内訳の

補正を行うものでございます。 

 ６款商工費、１項商工費、２目消費生活対策費、事業別区分１、消費生活対策事業、

補正額３０万円の減は、新型コロナウイルス感染症拡大により、消費生活啓発講座を中

止したことによる減額でございます。 

 ３目観光推進費、補正額２１５万６千円の減は、事業別区分１、観光推進事業におき

まして、新型コロナウイルス感染症拡大により、毎年秋に開催される灯路祭りの中止に

よる観光宣伝のための委託料及び近隣８市町村で構成される南河内観光キャンペーン協
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議会の観光宣伝業務の一部を中止したことによる負担金、合わせて６５万６千円を減額

したものと、恐れ入ります、２６、２７頁をお願いいたします。事業別区分４、聖徳太

子没後１４００年事業におきまして、飲食店舗開業補助金の申請がなかったため、１５

０万円を減額したものでございます。 

 ７款土木費、１項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費、事業別区分４の町道維持管理事

業は、舗装修繕工事請負費の財源につきまして、一般財源から地方債に財源内訳の補正

を行うものでございます。 

 続いて事業別区分７、町道老朽化対策事業、補正額３９４万８千円の減は、町道老朽

化対策工事請負費、町道大道線舗装修繕工事の落札減による減額でございます。尚、財

源につきましては、減額に伴う地方債の減額と、一般財源から地方債に財源内訳の補正

を併せて行うものでございます。 

 ７款土木費、２項河川費、１目河川等改修事業費、事業別区分３の普通河川維持管理

事業は、河川改修工事事業の財源につきまして、一般財源から地方債に財源内訳の補正

を行うものでございます。 

 ３項都市計画費、４目まちづくり推進費、補正額６１１万１千円の減は、事業別区分

２、安心安全まちづくり推進事業におきまして、がけ地近接等危険住宅除却補助金、が

け地近接等危険住宅建設補助金、土砂災害特別警戒区域内住宅補強設計補助金、土砂災

害特別警戒区域内住宅補強工事補助金のそれぞれの補助事業に対しまして、申請状況に

伴う精査により、減額補正を行うものでございます。尚、財源となる国庫補助金、府補

助金につきましても減額をさせていただいております。 

 ２８、２９頁をお願いします。 

 ８款消防費、１項消防費、５目災害対策費、補正額２１８万８千円の減は、事業別区

分１、災害対策事業において府からの浸水想定区域図の提供が遅れたことにより、防災

ガイドマップの修正印刷を見送ったことによる需用費６２万３千円の減額、及び事業別

区分２、防災訓練事業について新型コロナウイルス感染症感染拡大により総合防災訓練

を中止したことにより、需用費、委託料、原材料費、合わせて１５６万５千円を減額し

たものでございます。 

 続きまして、歳入についてご説明申し上げます。 

 １２、１３頁をお願いします。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、４目土木費国庫補助金、２節まちづくり推進費
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補助金、補正額３０５万５千円の減は、歳出のほうでご説明しましたとおり、がけ地近

接等危険住宅除却補助金、がけ地近接等危険住宅建設補助金、土砂災害特別警戒区域内

住宅補強設計補助金、土砂災害特別警戒区域内住宅補強工事補助金につきまして、それ

ぞれの各事業の申請状況に伴い、国庫補助金の減額を行うものでございます。 

 １６款府支出金、２項府補助金、６目土木費府補助金、３節まちづくり推進費補助金、

補正額１５２万７千円の減は、先ほどと同様、がけ地近接等危険住宅除却補助金、がけ

地近接等危険住宅建設補助金、土砂災害特別警戒区域内住宅補強設計補助金、次頁をお

願いします。土砂災害特別警戒区域内住宅補強工事補助金につきまして、それぞれの各

事業の申請状況に伴い府補助金の減額を行うものでございます。 

 以上、まちづくり推進部が所管します補正予算の説明でございました。よろしくお願

いいたします。 

○池田教育次長 続いて、教育委員会所管の補正予算についてご説明申し上げます。 

 まず歳出の説明からさせていただきます。２８、２９頁をお願いいたします。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費、補正額８４０万円の減額は、事業

別区分２、教育委員会運営事業における介助員の欠員等により生じた会計年度任用職員

の賃金の精査に伴う報酬、期末手当、社会保険料の減額補正による５４０万円の減額。 

 事業別区分３、学校保健事業における児童生徒及び教職員の各種検査委託料の減によ

る１１０万円の減額。 

 事業別区分５、ＡＬＴ配置事業１９０万円の減額は、前任ＡＬＴの退職、帰国後、新

型コロナウイルス感染症の影響により代替要員の来日が不可能となったため、報酬の減

額補正を図ったものでございます。 

 ２項磯長小学校費、１目学校管理費、補正額１５０万円の減額は、事業別区分４、磯

長小学校施設維持管理事業における電気料及び水道料金の減による維持経費の減額でご

ざいます。 

 次の、３０、３１頁をお願いいたします。 

 ２目教育振興費、補正額８３６万２千円の減額は、事業別区分６、学校ＩＣＴ環境整

備事業で本年度実施をしておりますＧＩＧＡスクールネットワーク構想事業における通

信ネットワーク環境整備工事、校務支援システムの更新に伴うパソコン機器賃借料の減

による減額でございます。 

 ３項山田小学校費、１目学校管理費、補正額６０万円の減額は、事業別区分４、山田
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小学校施設維持管理事業における電気料の減による減額でございます。 

 ２目教育振興費、補正額４９８万６千円の減額は、先の磯長小学校費と同様、本年度

実施をしておりますＧＩＧＡネットワーク構想事業における通信ネットワーク環境整備

工事、校務支援システムの更新に伴うパソコン機器賃借料の減による事業別区分６、学

校ＩＣＴ環境整備事業の減額でございます。 

 ４項中学校費、１目学校管理費、補正額２１０万円の減額は、事業別区分４、中学校

施設維持管理事業における電気料及び水道料金の減による維持経費の減額でございます。 

 ２目教育振興費、補正額７９４万４千円の減額は、事業別区分３、中学校就学援助事

業における修学旅行費扶助５０万円の減額となってございまして、コロナウイルス感染

症の影響により行先の変更を行ったこと、また、ＧｏＴｏキャンペーンの利用により当

初見込みの経費を下回ったことによる需用減に伴うものとなってございます。 

 次頁、３２、３３頁をお願いいたします。 

 事業別区分６、学校ＩＣＴ環境整備事業における７４４万４千円の減額は、先の両小

学校費と同様、今年度実施をしておりますＧＩＧＡネットワーク構想事業における通信

ネットワーク環境整備事業工事、校務支援システムの更新に伴うパソコン機器賃借料の

減による減額でございます。 

 ５項幼稚園費、１目幼稚園費、補正額６５８万７千円の減額のうち、事業別区分６、

預かり保育事業、教育総務課配当分の減額は、利用時間数が当初見込みより下回ったこ

とによる会計年度任用職員報酬の６７万円の減額となってございます。 

 ６項社会教育費、２目公民館費、補正額５０６万９千円の減額は、事業別区分１、公

民館運営事業において公民館に勤務する人事配置に伴う報酬等の減額補正でございます。 

 ５目生涯学習施設等費、補正額１千４５５万３千円の減額は、事業別区分１、生涯学

習施設等整備工事の工事請負費及び工事関連業務委託の落札減に伴う減額となってござ

います。 

 財源につきましては、先ほど総務部長から説明がありましたように、公共施設整備基

金繰入金、一般財源及び生涯学習施設等事業債をそれぞれ減額し、新たに減収補塡債を

充当してございます。 

 次頁、３４、３５頁をお願いいたします。 

 ７項保健体育費、１目保健体育総務費、補正額１９６万円の減額は、事業別区分１、

スポーツ公園運営事業において、総合体育館に勤務する人事配置に伴う報酬の減額補正
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となってございます。 

 ２目体育施設費、補正額１９９万７千円の減額は、事業別区分１、総合スポーツ公園

維持管理事業において総合体育館に勤務する会計年度任用職員の賃金の精査に伴う減額

整理６８万円と、総合スポーツ公園屋外トイレ等改修工事請負費の落札減に伴う１３１

万７千円の減額となってございます。財源につきましては、生涯学習施設と同様、一般

財源、総合スポーツ公園改修事業債を減額し、新たに減収補塡債の充当をしてございま

す。 

 ３目学校給食費につきましては、事業別区分３、学校給食センター維持管理事業にお

いて公共施設整備基金を全額減額し、代わりに減収補塡債を充当する財源内訳の補正を

行うものとなってございます。 

 ８項文化財保護費、１目文化財保護費、補正額１００万円の減額は、事業別区分３、

国指定史跡二子塚古墳保存整備事業における基本設計業務委託の落札減に伴う減額とな

ってございます。 

 ２目歴史資料館費については、事業別区分２、歴史資料館維持管理事業において実施

した空調機器の更新整備について一般財源を全額減額し、減収補塡債を充当する財源内

訳の補正を行うものとなってございます。 

 続きまして歳入の説明をさせていただきます。１２、１３頁にお戻り願います。 

 １５款国庫支出金、２項国庫補助金、５目教育費国庫補助金、補正額６３６万円の減

額は、ＧＩＧＡスクールネットワーク構想に係る端末整備及びネットワーク構築事業の

事業費減に伴う１節学校費補助金における公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備

事業費補助金５８６万円の減額、３節社会教育費補助金として国史跡二子塚古墳整備事

業における史跡等総合活用整備事業費補助金５０万円の減額によるものでございます。 

 １４、１５頁をお願いいたします。 

 繰入金の詳細の説明につきましては一部総務部長の説明と重複する部分がございます

が、お許しをいただきたいと思います。 

 １９款繰入金、１項基金繰入金、４目公共施設整備基金繰入金の１節公共施設整備基

金繰入金、補正額６千３００万７千円の減額のうち、教育委員会分としまして、生涯学

習施設等整備事業で２千７６５万８千円、給食センターボイラー改修事業で３７４万９

千円の減収補塡債の充当に伴い減額をしてございます。 

 ２２款町債、１項町債、２目教育債１千３９０万円の減額は、１節保健体育債におい
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て総合スポーツ公園改修事業債１４０万円、２節学校債におきまして小中学校通信ネッ

トワーク環境整備事業債５４０万円、３節社会教育債において生涯学習施設等整備事業

債で７１０万円を、それぞれ事業の落札減により減額をしてございます。 

 以上、全ての所管の歳出歳入の説明とさせていただきます。何卒よろしくご審議の上、

ご議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○䭜本（馨）委員長 ただいま歳入歳出について説明がありました。 

 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

○斧田委員 大体全体というんですか、決算のほうを見ながら事業精査を行って減額補正

というふうな形なんですけれども、その中で２９頁の教育委員会のほうなんですけれど

も、ＡＬＴについて、代わりの人材が来られなかったための減額ということなんですけ

れども、その後というんですか、また来年度に向けての状況というのを教えていただけ

たらと思います。 

○池田教育次長 この間、コロナウイルス感染症の影響で昨年の９月でＡＬＴが交代とい

う予定をしてございましたが、その都度１１月の着任、１２月の着任というふうに延期

を繰り返しまして、結果、今現在、あっせん団体のＪＥＴのほうから来ておる連絡によ

りますと、９月までの入国が見込めないということで、９月からの配置になるというこ

とで考えてございます。 

○斧田委員 ＪＥＴというんですか、そういう機関のほうからの派遣が困難だということ

なんですけれども、今の時代ですので町内でもそういうネイティブというんですか、英

語が達者な方もいらっしゃるかと思うんですけど、そういうふうな人材の活用とかは考

えておられないんですか。 

○池田教育次長 当初は短期間での延期延期を繰り返しまして、そのときにも一応検討し

まして、来年度につきましてもいわゆる在住、在日の外国人であるとか民間の業者から

の派遣等も学校と相談の上で検討しておったところでございますが、中々そういう利用

をしております他団体の話を聞きますと、中々いい人材の確保が難しいというようなこ

ともございまして、業者からの派遣等は見送ると。 

 今、小学校には中々英語教育に長けた教員もいらっしゃいますので、その方の対応に

よって、何とか新ＡＬＴが来るまでは授業のほうを進めるということで学校の了解もい

ただいてと未配置という形を取ってございます。 

○斧田委員 どうもありがとうございました。 
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○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 繰越しになっていますオリンピックの聖火リレー、まだ全協のときぐらいか

な、月末ぐらいには分かるかなと言っていたのはどこまで分かりましたか。今日の新聞

なんかにもちょっと出ていたように思うんですが、今の状況を教えてください。 

○鳥取生涯学習課長 現在の状況でございますが、組織委員会からは、まずＡ案Ｂ案とい

う形で提出されています。まずＡ案につきましては、公道でやる。Ｂ案につきましては

公道でやらないということで、各都道府県に対して時期を定めて通知するということで、

大阪府につきましては、現在のところＡ案、公道でやるという方向で進めております。 

 以上です。 

○西田委員 ですから、当初考えていたのと、叡福寺の境内はというのはなくなりました

けれども、公道のコースは変わらないから支出する金額もうちは変わらないという感じ

ですか。 

○鳥取生涯学習課長 おっしゃるとおり、公道、ルートにつきまして一部叡福寺のほうか

ら和みの広場に直接入るということで変わりましたが、基本的な内容につきましては交

通規制等も変わりませんので、今のところは大きな変化はないという状況でございます。 

○西田委員 当初はだから１千２００万円ぐらい一般会計から出るという話の、次に残っ

ているのが７６２万５千円分ですけれども、使ったお金は業者さんとかのキャンセル料

とかでなくなったのか、品物で残っているものがあるとするなら、それはどう扱ってい

くんですか。 

○鳥取生涯学習課長 もちろん前回も一旦４００万円強で精算しました。そのときの備品

はもちろん使うような形でしております。今回の７６０万円の主な内容でございますが、

それら以外のいわゆるバリケードとかの備品のレンタル料、それと当日のそれの設営、

撤去費、それと当日の経費、あと運営経費とか警備マニュアルの作成ということになっ

てございます。 

 以上です。 

○䭜本（馨）委員長 ほかに。 

○森田委員 今の関連ですけど、今国では会長が代わってランナーを辞退するとか、いろ

んな辞退が、太子町ではそんなのはありませんか。 

○鳥取生涯学習課長 申し訳ございません。聖火ランナーの件につきましては市町村まで

下りてこない、組織委員会の中で止まっている状況でございまして、私らも誰がどこを
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走るのかというのを全く分からない状況でございます。ただ人数は変わっておりません。 

○森田委員 いや、あれだけれども、太子町から１１人のうち２人選ぶとかがあったのと

違いますの。全部大阪府ですか。 

○鳥取生涯学習課長 大阪府から太子町の割当は２名ということになっておりますが、最

終決定したのは大阪府のほうで決定させていただいておりますので。 

○森田委員 だけどね、もう走るあれだから名前なんかは、課長、分かりませんの。 

○鳥取生涯学習課長 全く分かりません。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 減収補塡債なんですけれども、ちょっと多めに組んでいますというのがあっ

たと思うんですが、新型コロナウイルス感染症の影響により通常を上回る大幅な減収が

生じる消費や流通に関わる７千億円について、令和２年度限りの措置として地方財政法

を改定し、減収補塡債が最終税目に追加されるゴルフ場とかたばこ税とかそういうのを

積み上げたやつの分を出しているわけですか。 

○小角総務部長 今、西田委員がおっしゃられましたとおり、元々の入ってくるであろう

という地方消費税交付金であったり、たばこ税交付金、それと揮発油譲与税など、その

辺を含めまして合計で７千万円という形で見込んで予算計上させていただいています。 

○西田委員 これの充当率は。 

○小角総務部長 充当率１００％の交付税措置率７５％となっております。 

○䭜本（馨）委員長 ほかに。 

○森田委員 今の関連ですけど、市町村たばこ税が減ってますね。減ってるのだけどいつ

もだったら太子町でもらうのが多過ぎて大阪府へ返している。返すというか、言い方が

分かりませんけれども、この額やったら大阪府へは渡さんでもよろしいのですか。 

○林税務課長 今年度大幅な減収となりまして、大阪府への返還はないということになり

ます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○中村委員 土木費の関係で１３頁ですけれども、ちょっと教えてほしいんです。がけ地

の関係で、場所はどこになるんですか。それと、対象家屋というかそれは何件ぐらいあ

るんですか。 

○堀内地域整備課長 この補助金のがけ地につきましては、災害危険区域、土砂災害特別

警戒区域、いわゆるレッド、イエローと言われるような場所が該当します。 
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○中村委員 太子町ではどこですか。 

○堀内地域整備課長 太子町のほうで場所のほうですけれども、いろいろありまして、土

砂災害特別警戒区域であれば１２３ケ所あります。土砂災害危険区域であれば５ケ所と

いうことで、太子町内にございます。 

○中村委員 対象家屋は何件ぐらいあるんですか。 

○堀内地域整備課長 土砂災害のほうにつきましては区域内には住宅が５４戸、土砂災害

危険区域につきましては区域内に２７戸となっております。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 コロナの影響で学校は前半はお休みでしたけれども、その分ちょっと夏休み

が短くなっていたと思うんです。夏休み明けに学校に行くのに、太子町は普通教室にエ

アコンがついていてよかったなと思って見ていたんですけれども、案外思ったほど電気

代は伸びなかったということでしょうか。水道もこれ減になっているけど、山田小学校

は水道に響かなかったということですか。 

○池田教育次長 当然休校期間もありますので、その分夏で開放したりする分で、それで

相殺されている部分もあるのかと思います。水道代につきましては、一部学校、町内の

３校につきましては、今回プールの授業がございませんでしたので、その部分での減に

なるというふうに考えていただくと。 

○西田委員 私は水道代、プールをやらなくても影響がなかったから出ていないというこ

となんですね。 

○池田教育次長 そのとおりでございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかに。 

○山田委員 教えてもらうだけなんですけれども、２７頁の飲食店開業補助金１５０万円

は申請がなかったということかな。これは申請がないということに対して心当たりはご

ざいませんか。 

○西本観光産業課長 心当たりということでございますが、令和２年度については申請自

身は確かになかったと思います。ただ窓口とか電話では、それぞれ問合せがございまし

た。 

 以上でございます。 

○山田委員 その問合せの中に該当しないとかいろいろあったんだと思いますけれども、

もうちょっと詳しく教えてくれますか。 
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○西本観光産業課長 窓口への問合せは、竹内街道沿いでカフェをしたいのだけれどもと

いうことでのご相談がありました。あともう１件は、お電話で、ちょっと場所がまずは

町内全域を見渡した中でカフェをしたいんだけれどもということでのお問合せは、私ど

ものほうでお聞きしております。 

○山田委員 それから、総合体育館、会計年度任用職員の報酬が１９６万円全額なくなっ

ていますが、これはコロナでずっと休業しているからですか。そんなのではなかったん

ですか。 

○鳥取生涯学習課長 これにつきましては、コロナというよりも、当初会計年度任用職員

を配置する予定でございましたが、その枠に再任用の職員が行ったことによる減額でご

ざいます。 

 以上です。 

○山田委員 その再任用が行ったら減額になったということは、会計年度任用職員のほう

が値段が高いんですか。 

○鳥取生涯学習課長 予算の割当のお話でございまして、会計年度任用職員でございます

と、スポーツ公園のほうの保健体育総務費の予算計上と、再任用職員でありますと、秘

書課等の配当になりますので、その分うちのほうが減額になったということでございま

す。 

○山田委員 分かりました。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○䭜本（博）委員 先ほどとちょっとダブってしまうかもしれないのですが、教えていた

だきたいんですが、東京２０２０オリンピック聖火リレーで、ちょうど聖火リレーをす

る時間帯とまた日にちで、多分平日だったと思うんですが、小中学校の下校と重なる、

そういうところの通行止めの規模はどういうぐらいの規模でやられるんですか。 

○鳥取生涯学習課長 現在富田林警察及び府警本部と協議をおりますのは、大体聖火リレ

ーが１５時から１６時を予定しております。ですのでその前後１時間は止めるというふ

うに聞いております。場所は大道のちょうど広域農道の入り口から西は太井川橋、いわ

ゆるＪＡの太井川支所のところ、あそこから完全に東西方向は止めるということでござ

います。聖火リレーが来たときには完全にそれと交差する道路を止めるんですけれども、

それまではその通りは警備員がおりますので、車が来たらゆっくり横断はさせると、た

だ東西は走らせないという、横断だけさせるという形でございます。もちろんこれにつ
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きましても、校園長会議で全て周知させていただいておりますので、学校の登下校につ

きましても配慮いただいているというふうに考えております。 

 以上です。 

○䭜本（博）委員 そういうことは、子どもたちにはあまり影響を与えないということで、

よろしいでしょうか。 

○鳥取生涯学習課長 当初は学校の子どもさんも一緒に沿道に並んでいただいて、一生に

１回あるかないかのことでございますから、見ていただくというふうに考えていたんで

すけれども、こういうコロナの状況でございますので、沿道が密になるということで組

織委員会からはそういう動員はやめなさいということで来ておりますので、子どもさん

がどういう形で見るかというのはちょっと学校さんにお任せしているということでござ

います。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 子どもの医療費助成が７５０万円減額になっていますけれども、コロナの影

響でこれは新しく１月からになるのかな、１８歳まで延びた分が入っていると思うんで

すが、その分が大きく見込みが違ったのではなくて、全体的にコロナで減ったからとい

うことでいいのかな。 

○子安健康福祉部長 今ご指摘いただきました子ども医療費の減額でございます。こちら

につきましては、当初、１月から高校生までの拡大ということで対象者のほうを変更さ

せていただいておりますが、当初中学生までを対象として約３１０万円ぐらい、毎月助

成するであろうという見込みで予算編成をさせていただきましたところ、現在までの令

和２年度の実績で見ますと、平均で約月２５０万円ということで、約５０万円程度月額

で減っているというような状況でございます。これを減っている状況を推移で見ていき

ますと、やはり５月診療分がぐっと減っているというようなこと、また、秋口ぐらいか

ら減ってきていると。５月に比べますとそこまでの減り具合ではないんですけれども減

っているということから、これだけ大きく助成額が減るという原因としましたら、やは

りコロナの影響であるというふうに言わざるを得ないのかなというふうに思っておりま

す。 

 加えて、高校生の方の助成、高校生で卒業年齢までの助成、こちらに関しましては１

月からのスタートさせていただいて、現在までのところ１月診療分のお支払いはさせて

いただいているんですが、その内訳として、高校生の方の分がこれだけとか中学生がこ
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れだけという内容が、国保連合会のほうからデータとして若干遅れて入ってきている関

係で、手元にまだその詳細が出ておりません。そういったことから、高校生の方の助成

がどのような状況になっているかというのをまだ把握できてない状況でございます。 

 以上でございます。 

○西田委員 ありがとうございました。 

 次にそしたらクリーンキャンペーン、中止になったんですけれども、中止になったこ

とで何か声は上がっていますか。これで年を越すのに年末にきれいになってよかったの

に今年なくて残念やわというような声も聞いていますので、ほかにもそんな声がありま

したらお聞かせ願いたいのと、みんなで町に出てきれいにするというのがなくなった分、

太子町として、年末、ちょっと多めにごみを集めるとか、何か例年と違うことをしまし

たか。それをお聞かせください。 

○䭜本生活環境課長 クリーンキャンペーンの件につきましては、ここ最近毎年１２月の

第１日曜日ということで、ほぼ固定された日程で事業のほうをされておったわけなんで

すけれども、それに合わせまして町会、自治会を中心になりまして、その日に集まって

掃除をするということで、習慣化されておった状況なんです。 

 今回中止をされたことによります影響でございますが、町会、自治会は自主的に手を

挙げられて、やっぱりこういう状況だけれども一応最小限の範囲でお掃除しようといっ

たような団体さんのほうが、大体１０から２０団体ぐらいございまして、そちらにつき

ましては、ごみ袋、手袋とかそういった土のう袋、必要物資を支給させていただいて、

お掃除いただいたといったようなところでございます。 

 その他の反応なんですけれども、そうやって自主的にお掃除いただける団体さんもあ

れば、また、そういった活動について自粛を、何でこんな状況やのに町がそういう物品

を支給してそういう活動を後押しするのやといったような声も、逆の声ですけれども、

実際にはございました。 

 当然町内全域という範囲ではそういった活動でカバーし切れてない分が当然ございま

すので、そういったところは年末なんかは特にそうなんですけれども、うちの生活環境

課のほうで、特に大きなごみ、不法投棄がないかとかいったところの町内の見回り等は

いつもよりも重点的に回数を増やしてやったようなことでございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかに。 

○西田委員 ありがとうございます。ただここにちょっと端的に現れたから聞くんですけ
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れども、３３頁で預かり保育、コロナもあったのか、事業時間が下回ったから会計年度

任用職員報酬が６７万円減ったと、それは返ってくるお金になるんですが、ここには職

員さんというのは会計年度任用職員さんがいて、その収入が入ると思ってお仕事をして

いる人がいてると思うんです。ほかにもそういう人はたくさんあると思って、そういう

人たちにとってはコロナ禍の中で生活が苦しくなっているのと違うかなというような思

いがありますか。それとも何か振替えてこんな仕事をしてもらったとかいうような例が

あるんでしょうか。 

○池田教育次長 預かり保育につきましては、利用時間の関係で時期によって終わる時間

が変わるということで、当然任用させていただいている臨時職員さんともお話を進めさ

せていただいて、今日は何時ですよという形でやってございますが、特に時間が減った

ことによって収入が減るというのでは困るというようなことの声はいただいていないと

いうような状況です。 

○西田委員 ほかにもちょっとあると思うんですけれども、そういう声は届いていません

か。全体に会計年度がばらついているからあれなんですけれども、全体でそういうよう

な把握している担当課はあるんでしょうか。 

○東條秘書課長 すみません、会計年度任用職員は、各事業ごとに各担当課にいろいろ配

分が分かれておりまして、今回コロナの影響ですと、去年の４月５月に、当然各担当課

が事業中止であったり、訪問事業に行かれない状況等もありますので、各事業の関係で

休業補償という形で通常の６０％という形で支給をさせていただきました。次が４月、

５月で子育て支援課、体育館、公民館、図書室、資料館、山本家住宅、健康増進課、高

齢介護課、２ケ月間で実で４０人の方に、大体多い方で１０日、大体は３日から５日と

いうようなことになってございます。これに係る休業補償が合計で約６０万円となって

おりまして、全体でいきますと６０％分の４０％と言ったらおかしいんですけれども、

それで収入が減になったというのが全体に４０万円ぐらいということで把握してござい

ます。 

 以上です。 

○西田委員 休業補償で助けていただいたということで、ありがとうございます。 

 あともう１個、学校のＩＣＴ環境整備事業、これで全部小学校も中学校も整備完了し

たんでしょうか。それとこれは授業でいつから利用できるようになるんですか。 

○池田教育次長 通信ネットワーク環境整備のほうは既に済みまして、タブレットの配布
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のほうも済んでございます。今それぞれのネットワークに載せる細かい何といいますか、

調整の作業をしながら、順次使えるようにしていっているというような状況でございま

して、それにつきましては、学校教員のほうを中心に実際に使う研修も進めてございま

して、その中では使っていただいているような状況でございます。 

 まだ授業で使うというところについては、教職員が使えるようにならないと次のステ

ップに行けないということで、４月から正式に授業で活用するという方向での調整をし

てございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございますか。 

○中村委員 ちょっと補正予算関係とは外れるんですけれども、先ほどの西田委員の聞か

れた清掃の件でお尋ねしたいんですが、今現在ある方が町全域を一生懸命掃除されてい

る方がおられるんですけれども、相当な量が家のほうに持って帰っておられて、一部僕

のほうで処理したりしているんですけれども、聖火リレーの関係、また、１４００年祭

との関係、ウォーキングとの関係等々で、相当町に来られる方の多い時期になってくる

んです。本当に集まったごみを見ますと、恥ずかしいようなごみがたくさんあるんです。

一度、ボランティアでやっておられる方で限界があるようなごみもありますけれども、

この期間中というか、そういったことでの年末のクリーンキャンペーンに近いようなこ

とを予定されたらどうかなと思うんですが、意見として言いたいんですけど、そういう

予定はございませんか。 

○村上まちづくり推進部長 当然、叡福寺周辺部についてはかなりの来町者が来られます。

当然聖火ランナーが通られる竹内街道沿道についても、当然、マスコミの目にも触れる、

それ以前にきれいな状態にしておきたいと思うんですけれども、今回イベントが重なる

ということで、４月当初から、いきなり入ってくるという形になりまして、４月当初か

らの委託では間に合わない部分があると考えております。それについてはできるだけ３

月、４月の頭に、汚いなという所について手を入れなあかんなというのはある程度私ど

もは把握させていただいております。そこの部分については恥ずかしくないような形で

一応部内で対応していきたいという形で考えております。 

○中村委員 私の知っている方もボランティアでやられておるんですけれども、思ったよ

りも１週間足らずで軽四にいっぱいぐらいのごみを１人で集めておられるんです。本当

に頭の下がる思いなんですけど、量があまりにも多いのでびっくりしているところなの

で、ぜひとも部長が言われたように、何とかきれいな太子町を見ていただきたいと、こ
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のように思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○䭜本（馨）委員長 ないようでございますので、質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

 討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○䭜本（馨）委員長 ないようでございますので、討論を終わります。 

 お諮りいたします。 

 議案第５号を原案通り可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○䭜本（馨）委員長 議案第５号、令和２年度太子町一般会計補正予算（第１０号）は、

原案通り可決することに決しました。 

 それでは、ここで暫時休憩といたします。 

午前１０時３８分 休 憩 

                                        

午前１０時５５分 再 開 

○䭜本（馨）委員長 それでは、再開します。 

 議案第８号、令和３年度太子町一般会計予算、これを議題といたします。 

 本件について説明を求める前に、皆様にお諮りいたします。 

 内容の説明につきましては、予算の概要及び所管ごとに歳入歳出の説明を受け、質疑

を行います。全ての説明と質疑が終了した後に、討論、採決を行いたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○䭜本（馨）委員長 ないようですので、順次、説明を求めます。 

 それでは、まず、予算の概要及び総務部関係の歳入歳出について説明を求めます。 

○小角総務部長 それでは、議案第８号、令和３年度一般会計当初予算の概要並びに議会、

会計管理者並びに総務部所管の項目について附属説明資料、予算書に基づいてご説明を

申し上げます。 

 それでは、予算の概要につきまして、附属説明資料に基づいてご説明を申し上げます。 
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 附属説明資料の１頁をお願いいたします。 

 第１表、財政規模比較表でございます。各会計別の予算額を記載しております。一般

会計の予算総額は５６億３千８８０万２千円で、前年度に比べ５億５千３８１万５千円、

１０.９％の増額の予算規模としております。 

 次に国民健康保険特別会計をはじめ５つの特別会計予算の総額は、３１億２千５０８

万２千円で、前年度に比べ１億２千３６９万４千円、４.１％の増額の予算としており

ます。また、昨年度から下水道事業会計においてこれまでの官公庁会計特別会計から地

方公営企業法の財務規定等を適用した公営企業会計へ移行しております。 

 ２頁をお願いいたします。 

 第２表、歳入予算額の対前年度比較表でございますが、予算の歳入の根幹をなす１の

町税は、前年度に比べ５千９６７万１千円、４.２％の減の１３億６千６４２万９千円

を見込んでおります。 

 この上程の内訳でございますが、３頁の第３表、町税負担額の状況をご覧ください。 

 ３年度の町税予算の特徴としましては、新型コロナウイルスによる影響が大きく、特

に町民税と市町村たばこ税で大きく減少しております。１の町民税では、６億７千６３

８万９千円と、前年度に比べ１千６０１万１千円、２.３％の減を見込んでおります。

これは個人、法人共に前年度決算見込みにコロナの影響による減少などを考慮し、算定

したものでございます。 

 ２の固定資産税は評価替えの年回りであり、土地においては毎年の地価の下落修正に

より大きな減少には至っておりませんが、家屋では３年に１度の評価替えに伴う減価に

よる減収を見込んでおります。また、前年度のコロナ対策での徴収猶予により納付を延

長した税額を今年度の滞納繰越分に加算していることから、固定資産税全体としては大

幅な増減はなく、前年度に比べ３７４万円、０.７％増の５億２千２８４万円を見込ん

でおります。 

 ３の軽自動車税では４千１０万円と前年度に比べ８０万円、２.０％の減を見込んで

おります。 

 ４の市町村たばこ税は、前年度決算見込みにコロナ影響による減少などを考慮し、４

千６４０万円、２６.８％の減額の１億２千６９０万円を見込んで計上しております。 

 ５の入湯税は、最近の入湯税の実績により、前年度から減額した２０万円を見込んで

計上しております。 
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 ２頁のほうに戻っていただきまして、２の地方譲与税から２２の町債までにつきまし

ては、後ほど予算書の事項別明細書により説明させていただくこととし、表の下段に記

載の財源比率でございますが、自主財源が３８.６％、既存財源が６１.４％となってお

ります。 

 次に、５頁をお願いいたします。 

 第５表、性質別分類表でございますが、義務的経費で２６億９千１２８万３千円、前

年度に比べ１千４７３万７千円、０.５％の減。１の人件費、１２億１千５１４万６千

円は、前年度に比べ３千６７４万７千円、２.９％の減。これは会計年度任用職員関係

経費が増となったものの、職員人件費や各委員報酬などの減によるものでございます。 

 ２の扶助費１０億３千２４６万円は、前年度に比べ１千３７２万４千円、１.３％の

増。介護給付・訓練等給付費や障がい児通所等給付費などの増によるものでございます。 

 ３の公債費でございます。４億４千３６７万７千円は、前年度に比べ８２８万４千円、

１.９％の増となっております。 

 ４の物件費でございます。８億６千４１９万５千円は、前年度に比べ２９８万９千円、

０.３％の増と、これは主に庁舎警備委託料や東京２０２０オリンピック聖火リレー太

子町運営委託料などで減となったものの、インフルエンザ予防接種委託料や図書館会館

業務委託料などの増でございます。 

 ５の補助費等５億７千７９１万４千円は、前年度に比べ、１千９３６万８千円、２.

７％の増。これは主に小児救急医療事業負担金や農業次世代人材投資資金などの増によ

るものでございます。 

 ６の投資的経費は、生涯学習施設等整備事業やテニスコート改修工事経費などの増に

より前年度に比べ５億８千８１６万２千円、３６０.８％増の７億５千１１８万７千円

でございます。 

 ７のその他としましては７億５千４２２万３千円、前年度に比べ３千７０６万７千円、

４.８％の減となっております。 

 次に、６頁でございます。 

 第６表、報酬の状況として議会議員をはじめ各種委員等の報酬を一覧表にまとめてお

ります。 

 次に、８頁をお願いいたします。 

 第７表、地方消費税交付金（社会保障財源化分）充当表には、社会福祉、社会保険、
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保健衛生の各事業への交付金の充当先を記載しております。 

 附属説明資料の説明につきましては、以上でございます。 

 続きまして予算書の説明に入らせていただきます。 

 予算書の１頁をお願いいたします。 

 １条では歳入歳出予算の総額を５６億３千８８０万２千円と定め、２条では債務負担

行為を、第３条では地方債を定めており、これらの内訳として、それぞれ６頁、７頁に

内訳を一覧表にして記載しております。 

 ６頁をお願いいたします。 

 第２表、債務負担行為では、令和４年度課税業務委託事業のほか、２つの事業とそれ

ぞれの債務負担行為の期間と限度額を定めております。 

 ７頁の第３表、地方債では、町道老朽化対策事業債、小学校トイレ改修事業債、生涯

学習施設等整備事業債、臨時財政対策債、それぞれの借入限度額及び借入条件を定めて

おります。 

 それでは、８頁をお願いいたします。 

 歳入歳出予算事項別明細書でございます。 

 ２款の地方譲与税から１２款の交通安全対策特別交付金までは令和２年度の決算見込

み及び国が示す令和３年度の地方財政計画などを踏まえ、それぞれの見込額を計上して

おります。 

 ４款の配当割交付金及び５款の株式譲渡所得割交付金は、株式市場の影響により配当

割交付金は前年度並みとしまして、同額の１千１００万円、株式譲渡職割交付金につき

ましても同額の９００万円を計上しております。 

 ６款の法人事業税交付金につきましては、法人市町村民税の減少を埋めるため、法人

事業税、都道府県税の一部を市町村に交付する法人事業税交付金が令和元年から創設さ

れたもので、同額の１００万円を計上しております。 

 ７款の地方消費税交付金につきましても前年度と同額の２億６千５００万円を計上し

ております。 

 ８款のゴルフ場利用税交付金は、前年度から４００万円減額の２千万円を計上してお

ります。 

 次の９款環境性能割交付金は、前年度と同額の６００万円を計上しております。 

 １０款地方特例交付金は、前年度に比べ２００万円増の１千２００万円を計上してお
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ります。 

 １１款地方交付税は、地方財政計画に基づき前年度に比べ４千万円増の１５億２千万

円を計上しております。内訳としまして、普通地方交付税で１３億４千万円、特別地方

交付税で１億８千万円を計上しております。 

 １２款の交通安全対策特別交付金は、前年度と同額の３００万円を計上しております。 

 １３款分担金及び負担金は、保育所入所委託費利用者負担金の減により前年度に比べ

９３５万８千円の減で３千７１３万２千円を計上しております。 

 １４款の使用料及び手数料は、地域公共交通運行バス使用料などの減により前年度に

比べ１６万２千円減の６千６８１万２千円を計上しております。 

 １５款の国庫支出金は、児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業補助金や学校施設環境改

善交付金、史跡等総合活用整備事業費補助金などの増により、前年度に比べ３千５２１

万円の増、５億８千４６万３千円を計上しております。 

 １６款の府支出金は、衆議院議員総選挙費委託金や農業次世代人材投資事業補助金、

介護給付・訓練等給付費等負担金の増により、前年度に比べ１千７９５万３千円の増の

４億５千２４６万３千円を計上しております。 

 １７款の財産収入は、基金の定期利息が下がったことにより前年度に比べ１０６万４

千円減の１６８万５千円を計上しております。 

 １８款寄附金は、ふるさと太子応援基金寄附金の減を見込んだことにより、前年度に

比べ３００万円減の２００万円を計上しております。 

 １９款の繰入金は、前年度に比べ１億８千２６２万９千円増の６億５千３１万５千円

計上しており、財政調整基金からの繰入れは前年度に比べ１億２千９７０万円減の３億

２千８８８万６千円を計上しております。 

 ２０款の繰越金は、前年度と同額の１千万円を計上しております。 

 ２１款の諸収入、後期高齢者医療連合会からの受託収入の増により前年度に比べ１千

８７万８千円増の４千１２３万６千円を計上しております。 

 ２２款町債は、農業用水路改修事業債や橋梁等保全事業債、また、小学校トイレ改修

事業債や生涯学習施設等整備事業債、臨時財政対策債などにより前年度に比べ３億４千

４４０万円増の５億４千６００万円を計上しております。 

 それでは、歳出のほうのご説明をさせていただきます。 

 ３６、３７頁をお願いいたします。 
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 １款議会費、１項議会費、１目議会費、予算額８千７３２万８千円、前年度に比べ７

５６万９千円の減額。尚、事業別区分１の職員人件費につきましては、所管の予算科目

の冒頭にも記載していますが、職員人件費の詳細につきましては、予算書の１６４頁か

ら１６７頁に給与費明細書を記載しておりますので、そちらのほうをご覧いただきたい

と思います。説明のほうは以上とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 ２の議会運営事業７千１１７万８千円は、議員報酬や会議録作成業務委託料及び政務

活動費などの経費を計上しております。 

 ２目の議会広報費予算額１０５万６千円、前年度に比べ１６万８千円の増。議会だよ

りの年５回の発行を予定しております。 

 ２款の総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算額２億８千９９０万６千円、

前年度に比べ４千６９万５千円の減額。主な減額理由としまして、職員手当で定年退職

者の前年度比較による退職手当の減によるものでございます。 

 次頁をお願いいたします。 

 事業区分２の職員研修事業１９７万１千円は、令和３年度職員研修計画に基づく研修

実施に係る委託料や南河内郡町村職員研修協議会負担金などでございます。 

 ３の衛生委員会事業１５万４千円は、労働安全衛生法に基づく衛生委員会の運営に係

る経費で、産業医の報酬などを計上しております。 

 ４の報酬審議会事業１４万円は、議員報酬並びに町長、副町長及び教育長の給料の額

に関する条例を議会に提出しようとする場合に開催する特別職報酬等審議会委員の報酬

でございます。 

 ５の非常勤職員公務災害補償事業３５万５千円は、非常勤職員の公務災害認定に係る

委員報酬や公務災害補償費などでございます。 

 ６の秘書人事管理事業３千８８０万８千円は、会計年度任用職員の報酬や期末手当、

共済費、また４１頁の１１節役務費の職員採用試験の検査手数料、また１２節の委託料

の職員健康診断や職員厚生事業などの経費でございます。 

 ７の総務一般管理事業４４７万８千円は、顧問弁護士の法務相談委託料、例規集の更

新業務委託料などでございます。 

 ８の共通一般管理事業６０７万４千円は、役場業務全般に使用するコピー用紙やトナ

ーの購入費、コピー機の賃借料などでございます。 

 次の頁をお願いいたします。 
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 ９の共通一般管理事業１１４万１千円は、事務用消耗品費や有料道路通行料などでご

ざいます。 

 １０の情報公開事業１３万５千円は、情報公開審査会委員５人の報酬などでございま

す。 

 １１の行政不服審査会等運営事業６６万円は、審査会委員５人の報酬及び審議委員の

報酬などでございます。 

 １２の基金積立事務事業２００万円は、ふるさと太子応援寄附金を積み立てるもので、

前年度に比べ３００万円の減を見込んでおります。 

 １３の基金積立事務事業７０万円のうち、退職手当基金積立金５０万円は、基金設置

条例の規定に基づき、また環境衛生等基金積立金２０万円は入湯税収入相当額を積み立

てるものでございます。 

 １４の基金積立事務事業９４万５千円は、財政調整基金ほか記載の１０本の基金につ

いてそれぞれ定期預金の利息を積み立てるものでございます。 

 次頁をお願いいたします。 

 ２目財政管理費、予算額６１６万７千円、前年度に比べ２２０万１千円の増。これは

既存システムサポート終了による起債管理システム構築に伴うものでございます。 

 ３目の会計管理費、予算額５９７万３千円、前年度に比べ１９９万７千円の増。これ

につきましては財務会計システムクラウド移行委託料の増によるものでございます。 

 ４目の財産管理費、予算額８千９５９万４千円、前年度に比べ１千２３９万２千円の

減。減の主な要因でございますが、庁舎警備委託契約の入札による新規契約の締結、ま

た公共施設等個別施設計画の減などによるものでございます。 

 事業区分１の庁舎維持管理事業４千３１４万５千円は、庁舎の維持管理に係る経費で、

水道料や電気料、庁舎警備をはじめとする各種委託料を見込んでおります。 

 ２の公用車管理事業４６６万３千円は、公用車２４台の維持管理経費でございます。 

 ４７頁をお願いいたします。 

 ３の町村賠償保険加入事業３４８万４千円は、市町村建物共済等掛金、全国町村総合

賠償保険などでございます。 

 ４の普通財産管理事業４０万５千円は、普通財産の維持管理経費や法定外公共物の払

下げなどにおいて必要となる委託料などでございます。 

 ６のＥＳＣＯ事業３千７６８万６千円は、庁舎のＥＳＣＯ事業に係る令和３年度分の
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サービス委託料でございます。 

 ５目公平委員会費、予算額８万２千円は、南河内広域公平委員会費負担金でございま

す。 

 ６目の自治振興費、予算額１千６２２万３千円は、前年度に比べ２１万５千円の増と

なっており、事業区分１の表彰事業９万４千円は、表彰審査委員４人の報酬及び被表彰

者記念品の経費でございます。 

 ２の地区・町会等運営事業１千６１２万９千円は、区長及び町会自治会長に対する報

償費や自治振興補助金、大字地区集会所維持管理補助金でございます。 

 １８節の負担金及び交付金、町会等集会所整備事業４５万５千円は、下ノ町集会所の

改修補助金でございます。 

 次に、５０頁、５１頁をお願いいたします。 

 ９目の広報費、予算額１千２５万５千円、前年度に比べまして３万６千円の減でござ

います。事業別区分１の広報事業９１７万円は、広報誌の発行などに使われており、財

源内訳の国庫支出金６万２千円は自衛官募集事務委託金、諸収入の７０万円は広報誌へ

の広告掲載料でございます。 

 ２のホームページ管理事業１０８万５千円は、本町ホームページの運営に係る経費で

ございます。 

 １０目企画費、予算額４千５４９万１千円、前年度に比べ２千６９万７千円の減。減

の主な要因でございますが、東京２０２０聖火リレー運営事業、第５次総合計画後期基

本計画策定・総合戦略改定委託料の皆減によるものでございます。 

 事業区分１の企画一般事業６５５万円は、少子化・人口減少などに対応するものとし

て、引き続き三世代同居・近居支援補助金並びに結婚新生活支援補助金を計上しており

ます。財源内訳の国庫支出金７５万円は、地域少子化対策重点推進交付金でございます。 

 ２の住民協働による地域活性化プロジェクト事業６０万３千円は、竹内街道１４００

年活性化プロジェクト負担金や山田だんじり祭りの運営経費の一部を助成する地域伝統

文化保存継承事業支援補助金などでございます。 

 ３の交流推進事業１４万円は、奈良県斑鳩町、兵庫県太子町との太子ゆかりの地交流

事業に係る経費でございます。 

 ４のふるさと太子応援基金寄附金事業１０２万円は、本町へのふるさと基金に対する

お礼の贈答品発送に係る業務委託料などでございます。 
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 次頁、５３頁をお願いいたします。 

 ５の地域公共交通事業３千７１７万８千円は、地域公共交通会議の委員報酬など、会

議開催経費や地域公共交通運行に係る委託料、コミュニティバスの運行補助員に係る経

費、日常運行に伴う評価・検証、また、運行などに係る経常委託料、更にはお出かけ支

援事業補助金をはじめとする各種運賃補助などの経費を計上しております。 

 １１目電子計算費、予算が６千６１万９千円、前年度に比べ３９万６千円の減。減の

主な要因でございますが、社会保障・税番号制度システム整備などに伴う負担金の減な

どによるものでございます。 

 事業別区分１の電算共通維持管理事業６０６万７千円のうち、１７節電算備品購入費

４８２万４千円はパソコン３０台分の更新費用でございます。 

 ４、情報施策推進事業８５８万８千円は、庁内インターネットやセキュリティ対策、

ＬＧＷＡＮなどに係る電算機器やプログラム保守委託料及びプログラム賃借料などでご

ざいます。 

 ５４頁をお願いいたします。 

 ３の社会保障・税番号制度システム管理事業６２７万円は、国が管理する情報ネット

ワークシステムと本町のシステムとを仲介する自治体仲介サーバープラットフォームの

整備運用に係る負担金及び電算システム等賃借料でございます。財源の国庫支出金１０

６万４千円は社会保障・税番号制度システム整備費補助金でございます。 

 ４の情報セキュリティ強化対策事業３４４万５千円は、情報システム強靭化に係る保

守委託料などでございます。 

 ５の自治体クラウド推進事業３千６２４万９千円は、基幹系情報システムのクラウド

化、クラウドの利用料でございます。 

 １２目の人権啓発費、予算額２１３万９千円、前年度に比べて４８１万２千円の減。

これは前年度の人権行政基本方針及び推進プラン策定に係る経費が皆減となったことに

よるもので、そのほか本町人権協会への助成金や人権啓発教育の推進に係る経費を計上

しております。財源内訳の府支出金２０万円は、人権啓発活動委託金でございます。 

 ５６頁、５７頁をお願いいたします。 

 ２項の徴税費、１目税務総務費、予算額１億７４６万５千円、前年度に比べ９５８万

６千円の減額。事業区分１の職員人件費７千３１４万円の財源内訳の府支出金１千６１

６万円は、府民税徴収事務委託金でございます。 
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 ２の固定資産評価審査委員会運営事業４万８千円は、固定資産評価審査委員３名の報

酬などでございます。 

 ３の税務総務事業７４８万円は、納税通知書などの封筒作成や税務全般の課税請求、

滞納請求事務に係る電算プログラム追加費用などでございます。 

 ５９頁でございます。 

 ４の町民税課税事業７１７万６千円は、個人、法人に係る住民税の賦課事務委託料や

納税通知などの郵送料でございます。 

 ５の固定資産税課税事業８１９万５千円は、固定資産税の賦課事務電算委託料や令和

６年度評価替えに係る路線価算定業務委託料などでございます。 

 ６の軽自動車税課税事業１４９万３千円は、軽自動車税の賦課事務電算委託料などで

ございます。 

 ７の町税収納整理事務事業８９７万１千円は、町税の償還金や封入など郵送料、コン

ビニ収納代業務委託料などでございます。 

 ６１頁の８、国税連携システム管理事業９６万２千円は、国税などとの連携システム

の維持管理経費でございます。 

 次に、３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費、予算額６千１７９万７千円、前年

度に比べ５５４万２千円の増。 

 事業別区分１の職員人件費４千１７１万円の財源内訳の国庫支出金２１万３千円は中

長期在留居住地届出等事務委託費交付金、府支出金の５２万２千円は、総合相談事業及

び人口動態統計調査交付金、使用料・手数料の４７５万５千円は、戸籍謄・抄本、住民

票、印鑑証明などの交付手数料でございます。 

 ２の戸籍住民登録事業１千９２８万２千円は、戸籍、住民基本台帳、住基ネットワー

クなど電算システムの運用などに係る経費でございます。財源内訳の国庫支出金９４９

万９千円は、通知カード、個人番号カード事務委任交付金でございます。 

 ６３頁をお願いいたします。 

 ３の旅費事務事業８０万５千円は、富田林市への旅券発券業務委託料で、財源内訳の

府支出金２８万５千は旅券事務交付金でございます。 

 ４項の選挙費、１目選挙管理委員会費、予算額３２万７千円は、選挙管理委員会委員

４名の報酬など委員会の運営に係る経費でございます。 

 ２目の衆議院議員総選挙・最高裁国民審査費、予算額１千１１１万６千円は、令和３
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年１０月２１日に任期満了の衆議院議員の総選挙などの経費となっております。 

 ６４頁をお願いいたします。 

 ５項統計調査費、１目統計調査総務費、予算額８４万円、前年度に比べ５４２万９千

円の減。減額の主な要因でございますが、令和２年度に実施されました国勢調査に係る

経費の皆減によるもので、財源は全額府の統計調査費委託金でございます。 

 ６６頁をお願いいたします。 

 １目の監査委託費、予算額３４万２千円は、監査委員の報酬でございます。 

 次に飛びますけれども、１６２頁のほうをお願いいたします。 

 １１款、１項公債費、１目元金、予算額４億１千８６０万円、前年度に比べて１千３

３０万円の増となっております。 

 ２目の利子、予算額２千５０７万７千円、前年度に比べ５０１万６千円の減。減の主

な要因としまして、町債の借入元金残高の減によるものでございます。 

 １２款、１項、１目の予備費３００万円、前年度と同額を計上しております。 

 以上が、議会、会計管理者並びに総務部所管の歳入歳出の説明でございます。よろし

くお願いいたします。 

○䭜本（馨）委員長 ただいま総務部関係の歳入歳出について説明がありました。 

 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

○斧田委員 町長のほうから所信表明のときに出されました施政方針の中で。 

○䭜本（馨）委員長 斧田委員、すみません。 

 歳入の説明はされましたか。申し訳ありません。 

○小角総務部長 すみません、最初に８ページから順番に歳入の事項別明細書についてご

説明させていただきましたので、それで歳入のほうの説明というふうな形を考えており

ました。 

○䭜本（馨）委員長 そうですか。例えばいつもでしたら１０頁でしたら１款歳入で１款

町税、１項市町村町民税、１目個人、今年度６億４千とか何とかとよく言って、１節事

業区分、そういうのを説明したりも、そうではなくて、例えば……。分かりました。申

し訳ありません。 

 では、再開いたします。 

○斧田委員 町長の施政方針の中にありましたけれども、財政運営の確立に向けて行財政

改革を継続して取り組んでいくというふうに言われておられました。今回のこの当初予
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算を編成されるに当たって、町長の施政方針の中で考えられている行財政改革というの

がどのような形で予算編成に向けて取り組まれたのか、そういうふうな計画を含めて教

えていただけたらと思います。 

○小角総務部長 ３年度の当初予算につきましては、少子高齢化による人口減と新型コロ

ナウイルス感染症による先行きが不透明な中、歳出を抑えるという方向で、まず必要経

費、人的経費以外ですけれども、シーリング等を行って、予算の削減といいますか歳出

削減に努めてまいりました。その中でもやはり必要な費用につきましては、予算を計上

することが必要となってきますので、皆様の必要とされるであろうという経費につきま

しては、予算措置をさせていただいているような状況になっております。ただ今後とも

財政状況が厳しくなると思われるご時勢でございます。持続可能な町政運営を進めてい

けるように、今後とも十分世の中の状況を勘案しまして、やっていきたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○斧田委員 今までからこの予算というのも毎年の継続的な積み重ねの中でつくられてき

ていると思いますので、中々言われていたようなマイナス的な部分というのは非常に苦

しいかと思いますけれども、やはりこれからやってくる不安定な情勢に対して、目いっ

ぱい取り組んでいただけたらと思っております。 

 引き続いて、５２頁、５３頁をご覧ください。 

 地域公共交通事業についての質問をさせていただきたいと思います。 

 コロナの関係で福祉センターのほうが臨時休館になったりというふうな状況の中で、

本来ご利用いただける方々というんですか、思いのほか伸びてないというのが実態じゃ

ないかなと思うんですけれども、ここら辺の乗車状況というんですか、ある程度もし分

かるようでしたらパーセント程度でも結構ですが、よろしくお願いします。 

○奥埜総務政策課長 ただいまコミュニティバスの乗降数ということで斧田委員の質問で

ございました。福祉センターが休館というようなことで、またコロナ禍の状況で中々実

態が、昨年度のコロナ禍の状況の中６月から運行開始ということで、実態はどの程度の

ものかというところの把握は難しいところでございますが、現状における状況というこ

とでご答弁を申し上げます。 

 乗降者数といたしましては、６月から１月までの数字ということでまだ２月はまとま

っておりません。総数といたしまして、５千１４０人の方にご利用いただいたというよ



－１４９－ 

うな状況となってございます。これを単純にではございますけれども、年末年始の運休

期間を除きまして、暦日で除した数字が１日当たり２５.７人というような状況となっ

てございます。この中で月平均の部分では、１０月が３５人ということで、最も多い月

というふうになってございます。また、その中で月の中でも一番多い日の乗車数、これ

が９月で７０人というようなところでございます。 

 また、内訳といたしまして、福祉センターを利用されている方の総数といたしまして

は、こちらのほうにつきましては３千７４４人というところでございます。ただ１２月

以降、福祉センターのほうは休館というような状況になってございました。ですので、

６月から１１月で３千７４４人のうちの３千６０７人が１１月までの中でご利用いただ

いたというようなところでございます。そして福祉センター以外の方の総数といたしま

しては、１千３９６人というようなところで、月の最高にご利用いただいた１日当たり

の人数といたしましては２３人が最高の人数ということの状況になっております。 

 この状況につきましては、先ほどからも申し上げていますコロナ禍の状況で、本来で

あればどの程度乗車いただけたかというところが中々難しい現状となってございますの

で、今後においても引き続き乗車数、そういった部分を注視していきたいというふうに

考えてございます。 

 以上でございます。 

○斧田委員 ありがとうございます。今言っていただいたものプラス、この中には金剛バ

スさんが新たな路線でやったものの数値というのは入ってないんですか。 

○奥埜総務政策課長 これはコミュニティバスというところでございます。金剛バスさん

につきましてはその辺りの数字の提供はいただいておりません。金剛バスさんについて

は乗降者数の調査そのものをされておらないというところで、把握はできておりません。

ただ昨年度の町のほうで実施いたしました乗降者数調査、こちらのほうの部分がござい

ます。 

 乗降者数の調査です。金剛バスさん、平日１日と休日１日というところでございます

けれども、太子線の部分が２３３人、これと比較いたしますと、平成３０年、網計画策

定時に実施した数字が同じく９月で実施いたしておりますけれども、３６７人という数

字でございました。また、太子葉室線につきましても、昨年の９月については２３３人、

そして平成３０年については３３１人。休日でございますけれども、太子線が昨年につ

きましては１２０人、平成３０年が２５２人と、太子葉室循環線が昨年が１３０人、平
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成３０年が２７１人ということで、コロナ禍の状況の中でかなり大きく減少していると

いうような、平日、休日、１日ずつでの調査ではございますけれども、かなり減少して

いるというところが見て取れるというふうに考えてございます。 

○斧田委員 聞きたいところをお答えいただきましたので、ありがとうございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 先ほど予算編成の特徴を聞かれて、特に行革に絞って聞かれたので、シーリ

ングをかけたということなんですが、シーリングをどれぐらいかけたんですか。 

○小角総務部長 約５％を目標に、人的経費を除く一般的に使う分になるんですけれども、

約２千７００万円程度の予算削減を行ったというところでございます。 

○西田委員 もうちょっと丁寧に、一律にはかけてないということですね。テーブルごと

で住民サービスへのしわ寄せが行くようなやつはかけていないということですね。 

○小角総務部長 絶対必要な部分はございます。義務的な経費の中でも住民サービスとか

そういうところに関係する部分に関しては、やっぱり減額できません。ただ例えば消耗

品であったり委託料であったり、そこらにつきましても業者と交渉するなり、直営でで

きるところについては直営でやったりという、そういう工夫をさせていただきまして、

減額のほうに努めていったというところでございます。 

○西田委員 総務で委託料を減らすので、委託をやめてこっちへ引き取ったというのはあ

るんですか。 

○小角総務部長 委託をやめて総務部のほうで引き取ってというのはございません。ただ

一部の業務の中で、職員がやるというところであったり、あとは価格交渉ですけれども、

その部分で値段を下げていただいたというところがございます。 

○西田委員 割に町長選、うちなんかは特に４月にあるので、３月は骨格予算ということ

で、前年度に比較しての増額分は、前年度の当初予算が骨格予算だったので、これだけ

増額しましたと、いろんな施策が乗っかってきているからだと思うんですけれども、そ

ういう意味ではそういう説明をしていないということは、各段今年度に目新しいことが

ないということですか。 

○小角総務部長 目新しいところがないといいますと、やはり大きな事業としまして、実

際のところ生涯学習施設を実際今やらせていただいています。その部分につきましては

進めていくという形でかなりの財政的な負担がある部分に関しましてやっていかせてい

ただいています。ただその中でも必要な、住民さんが、少子高齢化ということでその辺
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の住民さんが町内に来ていただけるような形で三世代同居であったり、継続にはなるん

ですけれども、事業の拡大等をしております。またあと、児童虐待の防止に向けた取組

であったり、産前産後の見守りであったり、子ども医療費も継続してやらせていただい

ております。その辺住民さんに対して重要であるというところに関して、予算のほうを

計上させていただいているところでございます。 

 以上です。 

○西田委員 それとシーリングをかけて大体２千７００万円を削減して、これを使って何

かしようというような、そういうこの部分を何かに振り分けようというような予算には

なってないんですね。 

○小角総務部長 先ほど言った部分に関しまして、その部分を使ってこれをやったという

ところはございません。ただ全体的にやはり住民さんの生活を守るというところで、必

要な事業というのはございます。その辺も含めて将来的に持続可能というか、長期的に

見たときに今使う部分に関して全部使ってしまうというのもどうなのかなという思いも

ありますので、その辺はできる範囲で、その一部を使うことにはなっているのは事実に

はなるんですけれども、その辺は特に全額を投入してどうこうというところは、今回の

予算では見ておりません。 

 以上です。 

○西田委員 ちなみに町税とかが毎年予算が減っているのだけれども、その分自主財源が

とよく言いますけれども、町が使えるお金としては、その減った分は地方交付税とか臨

時財政対策債を使って、国も厳しい状況だけれども、地方交付税を出していますので、

そういう意味では歳入はしっかり確保できているということですか。 

○小角総務部長 今、国なり府なりの情報を基に今回の予算計上をさせていただいており

ます。ただこのコロナウイルスの関係で実際のところどういうふうな形になっていくか

という部分は不透明なところもございます。ただあくまでも今、分かっている範囲で予

算を立てていただいている部分のところでございます。そこに関してはそういう部分を

利用してやっていくという形になってございます。 

○西田委員 ちなみにコロナ禍で東京なんかが独自にやったら、今回は皆さんに給付でも

したら大分大きいので、特に大きなところかな、だから財政調整基金がコロナの中でと

ても減ったという自治体があるわけですけれども、太子町でいけば独自にやって財調が

コロナの影響で減ったということにはなっていませんよね。 
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○小角総務部長 確かに大阪府におきましても財調を投入してという形で事業をやられて

います。太子町におきましても、やっぱり財政規模が小さいというところもございます。

先行きが不透明という部分がございましたので、将来的といいますか、今後、その事業

によってはコロナの状況によってまた財政負担という部分が必要になってくる可能性も

あります。その辺はちょっと見極めたいというところで、今の段階では財調、財政調整

基金については入れておりません。３次のコロナ対策の臨時交付金の関係がございます。

それを活用してまた住民の皆様に還元するといいますか、やっていきたいというふうに

考えております。 

○西田委員 今日、この予算を出す前にいろいろつくる段階で９月ぐらいから入っていく

のかな。その同時にコロナの１次、２次が入ってきて、今度また３次が随分遅く入って

きましたけれども、片方で入ってくるというのが分かっている中ですので、これには特

に太子町としての独自のコロナ対策はどこにも出ていないという予算ですか。 

○小角総務部長 独自の事業というところに関しましては、目に見える部分では入れてお

りません。ただ大阪府のほうから、コロナの就職難につきまして、その辺採用人数を前

倒しするようにとかという、そういう通知もございまして、その辺を含めまして、採用

の人数を増やすなりということを考えて、人件費のほうではちょっと手当しているよう

な状況でございます。 

○西田委員 そういう意味では財調は９千万円ほどでしたっけ、それを使って住民さんの

暮らしを応援する施策が早かったらこの３年度の予算で上げてくれるのかなと思うんで

すけれども、１次、２次を使って喜んでいただいた水道料金の基本料を下げるとか、そ

ういう公共料金の引下げ、また国保も上がる、介護保険も上がるところもすごく心配し

ているんですけれども、３次のコロナ対策のお金も公共料金の引下げに使ってもいいん

ですよね。 

○小角総務部長 以前、議員の先生方のほうにも何か事業があればお願いしますというこ

とでずっとお知らせしています。そのときに個人給付については、現金給付については

基本的には駄目ですよということです。ただそういう基本料金に関して、その部分に関

しては問題ないというふうには解釈しておりますので、また住民の皆さんが喜んでいた

だけるそういう施策を打っていきたいというふうに考えております。 

 ただ、通常でしたら事業実施の計画表を策定するという形になっていきます。それは

大阪府、または国のほうに提出するんですけれども、その辺のまだちょっと通知といい
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ますか、来ていませんので、今のところその辺の申請手続きもできていないような状況

でございます。 

○西田委員 ぜひよろしくお願いします。水道企業団のほうからは、忠岡町は引き続きや

りますというので、お金をこっちが出さなくてもという扱いにしますというのが届いて

いますので、早々とやるところもありますし、一日でも早く住民さんの暮らし応援の施

策は上げていただきたいので、よろしくお願いします。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 女性の管理職への登用は４月の機構改革ですごく期待しているんですけれど

も、それは令和３年度に現れるんでしょうかね。それでも中々家庭を持って介護で公休、

降格しようかなという話が出ている中で中々女性が働きやすいとは思えないんですけれ

ども、もし管理職が２年度にいなかった、３年度にいなかったとしても、働きやすい職

場環境をつくることも片方で大切だと思うんです。そういった女性が、世の中に半分女

性がいると私は思って、この前にたくさん座ってもらいたいと思うんですけれども、そ

ういった方策は考えていらっしゃいますか。 

○東條秘書課長 この４月、また人事異動がございます。ご質問にありますように、女性

幹部職の登用ということでございます。当然人事といたしましては、男子、女子という

か男、女関係なく当然能力のある方に管理職になっていただこうということで思ってご

ざいます。 

 もう１点働きやすい職場ということで、今人事担当課といたしまして、この２月から

働きやすい職場づくりの説明会ということリモート版で動画を作らさせていただきまし

て、それを全職員に見ていただきまして、できるだけ働きやすい職場にするにはどうす

ればいいのかというのを、全職員で共通認識を持っていただくようなことの取組もして

ございます。 

 以上です。 

○西田委員 そういう意味ではいまおっしゃっているようなやつを女性活躍推進交付金、

こういうのを活用してリーダー養成とかセミナーとかをやっているそうなんですけれど

も、太子町でもそういうお金を活用しての促進策をやっているということですか。 

○東條秘書課長 ただいまの交付金の話ですけれども、本町の今の現時点で、職員に対し

てそういう交付金を活用したというのは今のところいたしておりません。 

○西田委員 中々通年でずっとやってくれているかどうかは不確かなんですけれども、そ
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れでも２０２０年度で１４０市町村がこれを活用して女性管理職を育成しているそうな

んです。そういった事業があるんでしたら、なるべく利用して、ここに半分女性が座る

ような太子町になってもらいたいと思いますので、引き続き研究もよろしくお願いしま

す。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

 それでは、ここで暫時休憩といたします。 

午後 ０時０１分 休 憩 

                                        

午後 １時００分 再 開 

○䭜本（馨）委員長 それでは、再開いたします。 

 総務部関係の質疑の続きを再開いたします。何かございませんでしょうか。 

○山田委員 単純なことです。見てましたら産業医報酬とあるんですけど、うちの職員さ

んは何か病気か何かにかかっているような人で、取りあえず産業医を置いておこうとい

う感じですか。 

○東條秘書課長 産業医についてのご質問でございます。基本的に産業医は事業所５０名

以上ですと１名産業医を設置させていただきまして、現段階でも衛生委員会におきまし

て、職場の衛生、健康管理ということで医師の視点から入っていただくということにな

ってございます。定期的な職場の巡回であったり、衛生委員会の開催というようなとこ

ろで、関わっていただいております。また職員健診なんかで結果が悪かった職員につき

ましても、順次産業医に面談していただいているということでございます。 

 以上です。 

○山田委員 過去に職員さんが精神的な病気になったりして、それで産業医にお世話にな

っているというような事例はないですか。 

○東條秘書課長 実際に心の病気といいますか、メンタルで休職になった職員なんかの情

報といいますか、状況におきましては、産業医のほうに相談をさせていただきながら、

対応に当たっているところでございます。 

○山田委員 それが職員採用試験検査手数料という結構な金額が入っているんですけれど

も、結局うちの職員採用のテスト形態が全然分かっていませんので、どういうふうにし

て採用テストをするのか。それから、この金額は７７万円か、この金額は委託している

のか何か分かりませんけど、その辺も説明してくれませんか。 
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○東條秘書課長 まず、試験なんですけれども、職員の採用試験がどのような形でという

ことでございます。平成２６年以前は、大阪府の統一試験ということで９月中旬なんで

すけれども、これをずっと活用して実施してきていました。平成２７年以降は、年に２

回以上実施しているというような実績がございまして、また、平成２８年からは教養試

験を廃止しまして、民間企業でよく使われておりますＳＰＩですね、能力検査という試

験を導入して、広く多くの方に受験していただく工夫をして進めているところでござい

ます。また、平成３１年度には、ついこの間ですけれども、年齢層が手薄なところ、ま

たはいない年齢層があったことから、全国的にも先駆けた就職氷河期世代ということで、

試験のほうを３６歳から４２歳を対象に試験をさせていただきました。 

 また、今年度におきましては、１０月採用とこの来月、４月１日採用、また、６月に

も採用を予定しているところでございます。６月採用につきましては、職業能力センタ

ーというＳＰＩの試験のほうも実施しないで人物重視ということで、実施する予定とし

てございます。 

 町職員の試験ですね。試験の委託につきましては、当然面接試験を外部発注している

のであったり、論文の試験を外部の民間に発注しているというような経費でございます。 

 以上です。 

○山田委員 それは何らかの外部の会社か何かにお世話になって、このように７７万円ぐ

らいの予算が入っているということで、それで結構なんですけど、私は職員さんでテス

トをやっておられているのかなと思っていたんですけど、そうではなかったということ

ですね。 

○東條秘書課長 当然面談におきましては職員が独自でさせていただいている場合と、２

次試験ということで民間に面談試験を委託しているところとございます。 

○山田委員 今度は５１頁の三世代同居なんですけれども、これは結局要綱を変えられた

んですよね。従来と違って要綱を変えられた。それから説明していただけますか。 

○奥埜総務政策課長 要綱というか予算審議をいただいて、その後詳細な要綱を策定する

というところでございます。現状は若干対象者等の部分を変更させていただく予定とし

ておるところでございます。従来の制度につきましては、町内転居による親世帯と同

居・近居というものにつきましては対象外でございました。この部分につきまして、町

内転居につきましても親世帯と同居・近居を補助対象といたす方向でございます。ただ

近居につきましては、住宅を所有されておられないと、新たに住宅を取得される場合と
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いうことで限定をさせていただくことでございます。 

 また、町外から転入される場合につきましても、従前につきましては町外に１年以上

の居住を条件といたしておりました。この点につきましても、１年以上の居住の条件を

条件としないというような形で１年以下でも対象とするというようなところでございま

す。 

 それと、従前、契約前に手続きとして加わっていただいておりました事前協議、これ

につきましては、リフォームを除いて不要とする。事前協議制度を設けないというよう

な形で実施したいというようなところでございます。主な変更点は以上です。 

○山田委員 これにつきましては、昨年の当初から事前協議が問題になっておりまして、

それで事前協議の要件が該当しないので、一旦申請は棄却ということになっておってが

たがたしたんですけれども、それから今回はそれも幅を広げてもらって、しかも１年以

下でも救済してくれるようにしてくれたので、私としては大変うれしいんですけれども、

その当事者は、もうあれです。三世代同居でやってきてもらえると思っているのに事前

協議をしてなかったということで、結局もう諦めていたところへ今回のこれが決まって、

それでもらえるようになったと。本人は忘れかけているんですけど、何を言いたいかと

いうたら、事前協議の問題なんですけど、例外がありますので、この例外が仕方がない

と判断したときは、もっと早く検討し、すぐにでも要綱を変えてやってあげてくれたら

よかったのに、忘れた頃にやっているということなんですけど、その辺はどのように考

えておられますか。 

○奥埜総務政策課長 年度途中での様々な問題点というところはあるかというふうには思

いますけれども、年度途中での改正という部分、変更ということになりますと、更に実

際の手続きを踏んでいただいた方とのいろいろな問題点というような部分もございます

ので、年度が新しい新年度で制度のほうを改正させていただきたいというふうに考えて

おるところでございます。 

 また、その辺の部分の制度の改正につきましては、周知徹底のほうをしながら、積極

的に啓発のほうをさせていただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

○山田委員 その年度途中では変えられないと言うのだけど、もう明らかにこれは例外だ

というときには、やはりスピードをアップして早くこれは支給してやろうというふうな

体制を取ってもらいたかったんですけど、今決めていただいてありがたいことはありが
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たいんですけどね。それと、この点は森田委員がいつも何回も言うてるんですけど、河

南町が１００万円でうちが５０万円と。どないかせえと言っているのに全然聞く耳を持

ってないんですけど、それは１００万円にできないんですか。 

○奥埜総務政策課長 その辺は必ずしも他団体以上の金額ということが全てではないかな

というふうに考えております。河南町以外の他団体と比較しましても５０万円は低くは

ないというふうには考えております。それとまた、河南町さんにつきましては、リフォ

ームにつきましては１００万円以上でないと対象にされてないというようなところもご

ざいます。こちらについては１００万円以下でも対象というようにさせていただいてお

ります。 

 それと先ほど説明のほうで若干漏れておりましたけれども、申請される年度の前年度

の４月１日以降の部分を対象とさせていただくというようなところで、制度の手続き、

そういった部分、対象とする範囲、そういった部分で運用のほうをさせていただいてい

るというようなところでございますので、ご理解を賜りたいというふうに思います。 

○山田委員 とにかく、人口減少を抑えたいのでこの施策を持ってきたので、河南町のほ

うを見ていますと、河南町へ来たらこれだけのお金を頂いたというて喜んでいるのが載

っているんですよ。うちの太子町は、喜んでいる人が載っているかといったら載ってい

るように思わないので、やはりできるならばよそと同等か負けないぐらいのものを、今

後考えていただけるようにしていただきたいと思います。要望です。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○森田委員 教えてほしいのだけど、２９頁のふるさと応援基金というのがあります。こ

のふるさと応援基金というのはふるさと納税とはまた別ですか。 

○奥埜総務政策課長 ふるさと納税での寄附でいただいたものの収入、歳入の科目です。 

○森田委員 ということは、その横に前年度５００万円やっていて本年は２００万円、３

００万円少なかったから２００万円になっているわけですか。 

○奥埜総務政策課長 この辺は、過去、各委員はご存じいただいているフジ医療器のマッ

サージチェア、こういった部分の商品が返礼品といった形でメニューに入っておったと

ころでございますけれども、ふるさと納税制度の制度改正が令和元年６月に大きく変わ

りました。その中で地場産品でないと基本的には返礼品として使用できないというよう

なところで、フジ医療器のマッサージチェア等につきましては対象外というようなとこ

ろになってしまいました。そういったこともある中で返礼品の改革、そういった部分に
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努めてきたところでございます。返礼品の数としましては、従前の制度改正前の１７品

目から３２品目という形で品目の数については多くはいたしておるところでございます

けれども、従前の先ほど申し上げましたフジ医療器のマッサージチェアというのは中々

他の団体ではないような返礼品でございました。それと、３１年度の部分の制度改正の

部分につきましては、非常に多額のご寄附をいただいたところでございます。それにつ

きましては、制度改正が見込まれる中で駆け込み的な寄附もあったかというふうに思わ

れます。そういった部分でかなり本町始まっていらいの高額のご寄附を総額でいただい

たところでございますけれども、その後は何分返礼品も目玉といいますか、そういった

部分が対象外というようなところになってしまった結果、年々といいますか、右肩下が

りというようなところでございます。 

 そして先ほども申し上げました返礼品の改革の中で、町内の事業者さんにもご協力い

ただきながらメニューを増やしたところでございます。コロナ禍という、コロナの影響

でそういった部分の寄附を希望していただけるような状況が非常に厳しいような状況が

出てまいりました。そういったところで、本年度においても、金額的に現状において２

００万円に至ってないような状況でございます。 

 こういったところから、来年度の寄附額につきましては、現状を踏まえた数字として

金額として予算計上させていただいたというようなところでございます。 

 以上でございます。 

○森田委員 大体分かりました。ということは、結局このふるさと納税制度ができて、太

子町の人がほかへやって住民税を控除されるのと、ほかから太子町にいただいているの

と、収支はどんなものですか。 

○林税務課長 税額のほうで、ふるさと納税に対応して控除があります。平成３０年度、

３１年度課税と、１年前のを基本にしますので、その場合で１千７００万円余りの税控

除がございましたし、令和２年課税の分についても１千９００万円ほどの２千万円ほど

の税控除が実際に税の減収という形では現れています。一方、寄附のほうは、先ほど総

務課長からありましたように、３０年度で２千８００万円弱、３１年度で４００万円余

りですので、ちょっとあまりにも極端な変動がありますけれど、過去からずっと比べま

すと、やはり税控除のほうが額が大きく出ているというところでもあります。ただ地方

交付税とかいろいろな形に置き換えていくと、そんなに大きな持ち出しにはなっていな

いと、そういうふうに考えております。 



－１５９－ 

 以上です。 

○森田委員 ということはマイナスの場合だったら地方交付税か何かで歳入としてそれが

また入ってくるということですか。 

○林税務課長 そのとおりでございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 全部補ってくれますか。それだったらふるさと納税の意味がちょっと変わっ

てくると思うんですけど、それの是非はちょっと置いておいて、ここに出ている分だけ

では、２００万円が寄附金で歳入ということですね。５１頁で言えば、業務委託して何

やらでインターネットでやってくれているからそれだけで１千１０２万円支出があるじ

ゃないですか。これの控除は物すごく大きいなと思うのだけど、それを置いておいても、

見えているだけでも、これをやることでこれだけしかプラスにならないということです

か。２００万円引く１０２万円にしたらあかんの。それ以上にあるんですか。 

○林税務課長 すいません、先ほどの答弁で誤解を招くような発言をしてしまいましたけ

れども、地方交付税で負担をされるということではなくて、本来減収というか実際に入

った額のみで地方交付税の計算をされるということになりますので、実質２５％ぐらい

の減額ということにはなるということでございます。すみません。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 その分は置いておいていいと言ったから、それはそれとして、だから見えて

いる範囲、２００万円しか入ってこないで１０２万円が出ていって、ここに品物代が入

っているのだから、タオルとか何かいろいろあると思うのだけど、どうなっているんで

しょうか。 

○奥埜総務政策課長 今委員のご質問で２００万円ご寄附をいただいて、事務費等、ふる

さと基金の交付金事業で１０２万円、この中には返礼品代も全て業者委託料も全ての経

費が含まれております。ですので、約１００万円程度の収入というふうにご理解いただ

けたら結構かと思います。 

○西田委員 きっと、そういうタオルとか本当に、ミカンとかそういうのはあまりふるさ

と納税に入ってなかったと思うんです。やはりさっきおっしゃっていたマッサージチェ

アでしたっけ、あれがすごく大きかったんですけれども、そういうのがあったからネッ

トも活用して大々的にふるさと納税してもらおうということだったと思うのだけど、返

礼品に目玉がない状況で、今尚委託しなければなりませんか。半分業者に持っていかれ
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るようなことを続ける意味があるのかなと。返礼品、目玉が見つかるまで、少しそこか

らは撤退したらとか思いませんでしたか。 

○奥埜総務政策課長 その中で、町内で作られておりますブドウ、ミカン、そういった部

分でのハチミツでありますとか、当然、新たなブドウ農家さんからの提供、そういった

部分を開拓しながら、また町内の事業者さんを含めてといいますか、太子カントリーさ

んのほうでの食事券、そういった部分もかなり協力していただく中での事業というとこ

ろでございます。現状、コロナの状況でそういった部分の食事とかそういう部分が中々

できない状況にある中ではございますけれども、今後、アフターコロナのような中で継

続的に行うことによって太子町のＰＲというような部分が、一旦切ってしまいますとや

はりどうしても継続性がなくなるというようなところもあるかと考えますので、引き続

き新たな町内の返礼品としての対象品の開拓にも努めながら、継続してまいりたいとい

うふうに考えておるところでございます。 

○西田委員 ちなみにこの９９万９千円のうち返礼品代分はどれぐらいですか。 

○䭜本（馨）委員長 もう一度。 

○西田委員 だからこの返礼品代分は幾らですか。９９万９千円のうち。 

○奥埜総務政策課長 ６０万円になっております。 

○西田委員 ６０万円分が事業者さん、太子町の事業者さんにお金が入って、これをきっ

かけに直接そこと取引する人もいるかもしれませんけど、残りの４０万円近くは業者に

入っていくということですか。 

○奥埜総務政策課長 残りの部分につきましては、送料も当然ありますので、これと決済

の手数料でありますとか業務手数料、そういった部分になってまいります。実質として

は４０万円弱、そういったふうに送料が実費になりますので、４０万円余りというよう

な形になります。 

○西田委員 ネットの何だったかな。私はあまり見ないのだけど、さとふるか何か分から

ないけどどこかで出しているよね。その委託料がここに入っているのよね。 

○奥埜総務政策課長 現在のところふるさとチョイスという会社、またサイネックスとい

う会社を通じてインターネット上での手続きをしております。 

○西田委員 この委託に払ったのは幾らですか。 

○奥埜総務政策課長 委託の部分につきましては、３６万円弱が行っています。 

○西田委員 町内の業者さんがこれによって６０万円業者がよかったねという一方で、こ
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の３６万円の委託先は町内業者ですか。 

○奥埜総務政策課長 全国的に展開している業者でございますので、町内業者ではござい

ません。 

○西田委員 ではやっぱりこれの効果額はあまりにも薄くて、それこそ返礼品のめどが立

った時点で、もう１回ここにお願いしたほうが、お金が生きると思うんです。そのツー

ルとして、これもまだ問題は残っていますけれども、せっかくＦＣ大阪と提携してテレ

ビまでやっているんですから、そこで宣伝して、副町長が千早赤阪村を真似しましたと

言うてくれていましたので、改めて千早赤阪村のを見ましたら、鈴木府議が、このテレ

ビが放映されることで全世界、地球の裏側、ブラジルまで届くんですとおっしゃったん

です。そういうツールを手に入れたんですから、そこで宣伝すれば、あれはただですよ

ね。３６万円払わなくても済むし、そういうことは考えましたか。 

○奥埜総務政策課長 その辺の部分の委託といいましても、寄附の受付から町への寄附金

の送付、そういった部分の手続きが全てございますので、そういう形の専門的に実施し

ておる業者、そういうネットを公開して寄附を受付ができる業者でないと継続的には実

施が不可能というふうに考えております。 

○西田委員 ６０万円分の返礼品代というのは何件ぐらいになっていますか。 

○奥埜総務政策課長 実際の部分については返礼品につきましては金額が幅がございます

ので、実際のところの部分の予算の想定としては２万円掛ける１００件というような形

での想定をいたしております。これまでの実績を踏まえてそういう形での予算的に見て

おります。 

○西田委員 １００件分の送付ができる人を雇うよりも、３６万円のほうが絶対高いと思

うんですけれども、せっかくなんですから、いいように活用していくべきですし、うち

がやったらどうも税的にも損するし、得が見えてこないんです。損得だけで判断するも

のではないかもしれませんけれども、片方で皆さんちょっと我慢して５％シーリングか

けてやっていけという号令がかかっている下で、何か穴が大き過ぎるようなことをやら

れると、予算をきっちり見ているのかなとちょっと心配になりますので、あのテレビは

本当に活用するのだったら活用するで、もっと利用したほうがいいと思いますので、や

り方はこれからも考えていっていただきますようお願いします。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○森田委員 １０年も議員をやっていて、本当にあほなことを聞きますけれども、ちょっ
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と教えてほしいんですよ。この一番初めの歳入歳出予算の明細書、明細書のところで町

債というのがありますね。ここの町債ね、前年度は２億円、今年は５億４千万円、この

町債というのは地方交付税で歳入が足らないからこれだけ町債で使ってもええよという

のと私は思っていますけど、それはそれでよろしいか。 

○小角総務部長 町債で、地方債で７頁になるんですけれども、いろいろな事業を上げさ

せています。その中で事業債はそもそも発行できるような事業という部分が決まってお

ります。その中で事業を決めて、それを、事業をしていきます。その中で地方交付税の

算入率であったりそういう部分で戻ってはくるんですけれども、だから何でも、何でも

と言ったら変ですけれども、あくまでも決まった事業項目のメニューの中の部分で事業

を上げていくような形になるということでございます。 

○森田委員 だから、決まった事業でこれは使ってもいいというお金だけれども、最終的

にはこれは借金ですわね。だから結局五億何ぼだけれども、別に４億円で上げてもいい

ということですね。これは全部上げるということですか。 

○小角総務部長 実際予算を組むに当たりまして、借りれば絶対返さないといけないもの

でございます。そこで足りずになってくれば、例えば基金であったり、そこをつぎ込ん

でいくというところもございます。その辺はやっぱり、地方債で借りたときに償還する

金額であったり、基金をどういうふうに活用するかという部分を総合的に見て、どうい

うふうな方法がいいかというのは決めて、起債を借りているというような状況になりま

す。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 すみません、先ほどの三世代の同居・近居の分なんですけど、予算は５００

万円ではないですか。それが最大使って５０万円だったら、５０万円で１０件分ぐらい

で、こんなのあるわと思って５０万円を使うのが１２件、１３件と増えた場合は、補正

で上げてくれるのか、今年はここまでですよという金額なんですか、どっちですか。 

○奥埜総務政策課長 その辺は状況にもよりますけれども、今回制度といいますか、取扱

いのほうを変更させていただきました。申請を行う年度については前年度の４月１日以

降に建物を登記されたものを対象とするということで、予定をいたしております。そう

いった部分から、年度当初の早い段階での予算超過というようなことになれば、その時

点でまた検討させていただいて、補正予算ということの上程をさせていただくかどうか

を判断させていただくことになるかというふうに思いますけれども、２年間を通してご
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申請いただけるというところでございますので、予算の計上時期といいますか、不足時

期によっては、次年度で申請のほうをお願いするということも考えられるかなというふ

うに認識しております。 

○西田委員 間際になったらごめんねと、次の年度になりますがと、ここで今年度は駄目

ですとは言わないということですね。 

○奥埜総務政策課長 制度上そういうふうに、そういう今委員がおっしゃったような部分

も含めまして、前年度の４月１日からの申請を受け付けさせていただくような形で制度

のほうの見直しをさせていただきたいというところでございます。 

○西田委員 ありがとうございます。学校のほうでも、タブレットがついたりとか、国の

ほうはすごくデジタル化を進めるのに一生懸命今お金がついているじゃないですか。コ

ロナの対策にお金を使ってまた太子町として住民さんのほうにと思うのだけど、ひいて

は住民さんのためにもなるという意味では、太子町のこの役場のネット環境を整えるの

にも使ってもよかったように思うんですけれども、どうも太子町役場のネット環境がち

ょっと古いと聞いているんですけれども、そういう意味では、どうなの。まず使い勝手

が悪いのか遅いというか、そういう状況にあるんですか。 

○奥埜総務政策課長 そういう状況にはないというふうに認識しております。また、今委

員のおっしゃいました機器の更新を含めて強靭化といいますか、通常のインターネット

環境に接続されております機器を含めまして、２次の交付金ほうで先般補正を上げさせ

ていただいております強靭化の部分でインターネット環境の強靭化に向けての部分で機

器の更新またそういったセキュリティ対策の部分の機器を含めまして、それと光回線、

そういった部分の経費を上げさせていただいています。ですので２年度中にそういった

部分の更新、またセキュリティの強化対策を含めまして実施させていただくこととなっ

ております。 

○西田委員 どうもここと出先とのつながりが悪いというのを聞いていますので、太子町

は小さな町だから歩いて車に乗ってすぐというたらそうですけど、それより速い機器が

あるんですから、出先ともちゃんとつなげるようにはしてください。よろしくお願いし

ておきます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 入湯税なんですけれども、半分上がるようになっているのは実績見合いです

か。 
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○林税務課長 ここ数年、実績がちょっと落ち込むような状況になっておりますことから、

今回減額させていただいております。 

 以上です。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 あと１つだけ、公用車が２４台あるとありましたね。ここにはピンクの車２

台は含まれてますよね。どうなんですか。 

○林税務課長 会計で所管するところは２４台と聞くところですけれども、高齢介護等で

ちょっと目的が違うような使い方、それをされているところは、消防も含めて、除いた

分となっております。 

 以上です。 

○西田委員 職員さんが、２４台が出払うこともないとは思うんですけれども、なくて、

それが移動サービスにあのピンクの車を使われていないときに職員さんが使うことはあ

るんですか。 

○林会計管理者 会計のほうで直接管理はしておりませんけれども、高齢介護課のほうか

らはそういうふうに使ってもらえるというふうには聞いております。 

 以上です。 

○子安健康福祉部長 地域支え合い型の支援ということで、２台の公用車を貸出しするよ

うになりまして貸出業務をやらせていただいております。購入した際にご説明申し上げ

ているかとは思うんですけれども、貸し出しされていない時間帯といいますか、時には、

職員の皆さんにも公用車として通常の公用車としてご利用いただくように、庁内ＬＡＮ

サイボウスで周知のほうもさせていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○山田委員 ちょっと教えてほしいんですけど、臨財債の限度額が地方交付税と関係があ

るように今までから認識しているんですけれども、どういうふうな感じでこの限度額が

決まるんですか。 

○小角総務部長 臨時財債でございますけれども、今臨時財債といいますのは、どうして

も不足する部分につきまして、財源の不足する部分について起債を起こすものでござい

まして……。ちょっとお待ちください。すみません。 

○藤原副町長 国からの交付金とか臨時財政対策債とかは、正式には７月ぐらいに交付税
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の額とか臨時財債の額が決まるわけですけど、今、国のほうで示されている方針に基づ

きまして、大体市町村のほうで見込んでこの額ということでやらせてもらっています。

本来交付税が増えればいいんですけど、中々現金では来ないということで、交付税につ

いては普通交付税については今回、今年度の実績で見込まさせていただいていまして、

その税収とかが減った分の保険に当たる、臨時財債の分ついては今回大幅な増額となっ

ております。正式に決まるのは来年というか今年の７月以降とかにまた決まってくると

思いますので、交付税を算定した結果、最後に出てきますので、今はあくまで見込みと

いうことで算定させていただいています。 

○山田委員 ありがとうございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかに。 

○西田委員 １つだけ、１７頁の地域公共交通運行バス使用料というのは、コミュニティ

バスに払ったお金がここにも入っているんですか。 

○奥埜総務政策課長 本年度につきまして計上させていただいておりましたコミュニティ

バスでの運賃収入ということになります。ただ運賃収入ということにはなってございま

すけれども、各種助成制度、福祉センター利用者に対する補助、またお出かけ支援での

補助、こういった部分も含めて歳出に計上しております部分について、支出をしながら

収入として受けるというような形を取ってございます。これにつきましては、実際のコ

ストというような意識の中で本来であれば助成がなければ運賃収入としていただいてお

った、頂くはずのものという金額を、きっちりと歳入として受けた形で受入れをすると

いう手法を取らせていただいております。 

○西田委員 予算ですから、今は出ているコミュニティバスとかは１００円、２００円の

お金をもらってもそんなにもうかるものではないよと私は思っているんですけれども、

そういう今の時点の数字が分かったらまたください。それは要望しておきます。よろし

くお願いします。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○䭜本（博）委員 今回の当初予算の中で歳出の分で、物件費で二子塚古墳整備事業があ

るんですが、前回僕は二子塚に見学させていただきました。木も伐採されていて、本当

に高台で見やすく、ただ急こう配があるので、安全安心に関してはまだまだ厳しい状況

なんです。今後町として、どのような安全または安心に来ていただく方に見学していっ

ていただく対応を取られるんでしょうか。 
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○䭜本（馨）委員長 䭜本博之委員、質問はありがたいんですが、それは教育関係の質問

に当たりますので、今は総務部の質問でございまして、次回８日の月曜日に再度質問を

お願いいたします。申し訳ありません。 

○䭜本（博）委員 分かりました。 

○䭜本（馨）委員長 再開します。ほかに何かございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○䭜本（馨）委員長 ないようですので、総務部関係についての質疑を終わります。 

 それでは、ここで暫時休憩といたします。 

午後 １時４５分 休 憩 

                                        

午後 ２時００分 再 開 

○䭜本（馨）委員長 それでは、再開いたします。 

 健康福祉部関係の歳入歳出について、説明を求めます。 

○子安健康福祉部長 それでは私のほうから健康福祉部所管の項目につきましてご説明を

申し上げます。 

 それでは、まず６６、６７頁をお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費１億７千６７６万円、前年度に比

べて４０１万４千円の減。減の主な要因は令和２年度に策定いたしました地域福祉計画、

地域福祉活動計画及び障がい者福祉計画、障がい児福祉計画の業務委託料の減によるも

のでございます。 

 事業別区分２、社会福祉管理事業４千８７７万６千円は、地域福祉推進会議委員報償

費のほか、社会福祉協議会への補助金や南河内広域行政共同処理事業負担金等を計上い

たしております。財源内訳の府支出金は、地域福祉高齢者福祉交付金で１千１４８万９

千円と、広域福祉課分移譲事務交付金２５７万７千円などでございます。 

 次に事業別区分３、民生委員等事業１１３万５千円は、民生委員児童委員並びに保護

司の活動に係る経費を計上いたしております。尚、民生委員児童委員の状況でございま

すが、本町の定数３１人に対し、現在３０人で欠員が１名となっております。４月１日

付で１名が委嘱される予定ですので、欠員はなくなる見込みとなってございます。また、

保護司は現在４人で、犯罪を犯した人などが地域社会に戻るための更生活動や社会を明

るくする運動に取り組んでいただいております。財源内訳の府支出金は、民生委員協議
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会事務費補助金でございます。 

 次の頁をお願いいたします。６８、６９頁でございます。 

 事業別区分４、地域福祉援護事業の１２１万５千円は、障がい者の成年後見人や行旅

病人及び行旅死亡人が出た場合の経費、また火災等の災害見舞金を計上いたしておりま

す。財源内訳の国庫支出金７万円は、地域生活支援事業費等補助金として、また府支出

金４１万６千円は、成年後見人費用及び行旅病人、行旅死亡人取扱委託料に充当いたし

ております。 

 事業別区分５、地域福祉コーディネーター配置事業３２０万４千円は、生活困窮者や

障がい者の対応について社会福祉士を活用することで課題の解決や適正な福祉サービス

の導入につなげる事業でございます。財源内訳の府支出金２４７万８千円は、地域福祉

高齢者福祉交付金でございます。 

 次に、事業別区分６、包括的支援体制構築事業１千２００万円は、１２節委託料で地

域力強化推進事業として地域福祉に関する活動への参加を促す活動を行う者への支援や、

民生委員児童委員等の地域の関係者等との連携による生活課題の早期把握などにより、

地域住民が主体的に地域生活における課題を把握し、解決を試みることができる環境の

整備を図るものでございます。また、相談支援包括化推進員配置事業７００万円は、地

域住民等の複合的で複雑な課題の解決のため、支援に関する協議及び変更の場の設置等

を行い、支援関係機関の協働による相談支援体制の構築を図るための費用でございます。

財源内訳の国庫支出金は、生活困窮者就労準備支援事業費補助金でございます。 

 次に事業別区分７、過誤納還付事務事業の２００万円は、前年度の事業費確定等に伴

う翌年度精算のための国・府支出金の返還金を計上させていただいております。 

 ２目障がい福祉費４億２０９万１千円、前年度に比べ３千２０４万９千円の増。 

 事業別区分１、障がい福祉管理事業２７７万８千円は、毎年秋に実施しております障

がい者ふれあいスポーツ大会委託料や、障がい者への虐待が発生した場合のための一時

避難場所を大阪府立金剛福祉センターに南河内６市町村で確保するための経費のほか、

令和３年度税制改正に係る電算機器・プログラム変更委託料２３１万円を計上いたして

おります。また、財源内訳の国・府支出金は、地域生活支援事業費等補助金で措置いた

しております。 

 事業別区分２、心身障がい者（児）事業８２３万８千円は、心身障がい者等給付金と

して６７１人分を計上いたしているほか、次の頁をお願いいたします。７０、７１頁で
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す。障がい者住宅改造助成金等を計上いたしております。財源内訳の府支出金は、障が

い者住宅改造助成事業補助金７５万円及び障がい者手帳無料診断事業補助金２１万円で

ございます。 

 次に、事業別区分３、障がい児通所支援給付事業７千６９２万４千円は、児童発達支

援のために障がい児が聖徳園や放課後デイサービス等の施設通所に係る経費でございま

す。財源内訳は、公費負担の２分の１が国庫、４分の１が府支出金となっております。 

 次に事業別区分４、障がい者自立支援給付等事業の３億２２７万１千のうち、地域生

活支援拠点コーディネーター事業は、障がい者の居住支援のための機能を整備するため、

相談や緊急時の受入れ等に対応していくコーディネーターを南河内６市町村で配置する

経費として３３万５千円を計上いたしております。また、従前から実施しております障

がい者自立支援給付事業は、障がい者が自立して暮らせるように事業所に相談支援の委

託や、日常生活用具給付・貸与並びにホームヘルパー派遣、生活介護等のサービスを提

供するものとなっております。主な財源内訳は介護給付・訓練等給付等負担金で、２分

の１が国庫支出金、４分の１が府支出金でございます。 

 事業別区分５、自立支援医療給付事業の１千１８０万９千円は、１８歳以上の身体障

がい者の方を対象に、その障がいの除去や軽減するための治療を行うことにより、身体

上に有している障がいが軽くなり、日常生活が容易にできるよう医療費の給付を行う更

生医療給付と、１８歳未満の障がい児の方に同様の給付を行う育成医療給付費を計上い

たしております。財源内訳は公費負担分として２分の１が国庫支出金、４分の１が府支

出金でございます。 

 次の頁、７２、７３頁をお願いいたします。 

 事業別区分６、障がい者施策推進事業の７万１千円は、障がい者に関する施策の総合

的かつ計画的な推進について、意見を伺う障がい者施策推進協議会の委員報償費等を計

上いたしております。 

 次に、３目老人福祉費７８８万円は前年度に比べ６７９万３千円の減。 

 事業別区分１の介護保険施設整備事業の１２５万円は、地域密着型小規模介護老人福

祉施設に対する利子補助でございます。 

 次に、事業別区分２、在宅高齢者支援事業の５５万８千円は、独り暮らしの高齢者等

への緊急通報装置の設置を行う事業となっております。 

 次に、事業別区分３、高齢者介護予防拠点づくりの５３万１千円は、グランドゴルフ
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場等多目的交流広場の維持管理経費を計上いたしております。財源内訳の使用料・手数

料は、多目的交流広場の使用料を見込んでおります。 

 次に、事業別区分４、老人ホーム入所事業の３３８万３千円は、６５歳以上の高齢者

で心身の状況や置かれている環境、経済的理由等を総合的に勘案し、在宅において日常

生活を営むのが困難な人が入所対象者となっており、現在１名の方が入所されておりま

す。財源内訳の分担金・負担金は、老人ホーム入所措置費の自己負担分でございます。 

 次に、事業別区分５、敬老祝事業４２万６千円は、金婚式記念品のほか、最高齢者祝

品や１００歳を迎えた方への敬老祝金を計上いたしております。尚、敬老祝金の対象者

は４名でございます。 

 次に、事業別区分６、老人クラブ活動等社会活動促進事業の１０２万７千円は、老人

クラブに対する補助金となっております。財源内訳の府支出金は、在宅高齢者福祉対策

補助金となっております。 

 次に、事業別区分７、低所得者特別対策事業１３万３千円は、障がい施策のホームヘ

ルプサービスを受けていた者で介護保険制度の対象となった際の利用者負担金の一部を

助成するものでございます。財源内訳の府支出金は、ホームヘルプ利用助成金でござい

ます。 

 次の頁、７４、７５頁をお願いいたします。 

 事業別区分８、社会福祉法人等による利用者負担額助成事業１４万円は、生計が困難

であると認定した要介護者に社会福祉法人等が助成対象者の利用者負担金の一部を減免

した場合に、社会福祉法人等に助成するものでございます。財源内訳の府支出金は、社

会福祉法人等利用者負担軽減助成金で、補助率は４分の３となっております。 

 次の、事業別区分９、外出支援事業（地域支え合い型移動サービス支援）の４３万２

千円は、地域支え合い型の移動サービスを実施する団体に対する支援として、公用車を

無料で貸し出すための経費を計上いたしております。 

 続きまして４目老人医療助成費、事業別区分１、老人医療費助成事業６１万１千円、

前年度に比べ３４０万５千円の減。これは平成３０年度の福祉医療費助成制度の再構築

に伴い、重度障がい者医療費助成事業など、他の福祉医療費助成制度の対象とならない

方への３年間の経過措置が令和２年度末をもって終了することから、令和３年３月診療

に係る医療費に対する助成及び償還払い等で遅れて請求のあった場合の一部負担金助成

を計上したことにより、減となったものでございます。 
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 ５目重度障がい者医療助成費、事業別区分１、重度障がい者医療費助成事業３千４６

５万７千円、前年度に比べ２３０万８千円の減。これは１級または２級の身体障がい者

手帳をお持ちの方など、重度の身体、知的、精神障がい者や難病患者に係るレセプト点

検委託等の事務経費及び医療費の自己負担額に対する一部を助成するものでございます。

財源内訳の府支出金は、公費負担分の２分の１でございます。 

 次に、６目ひとり親家庭医療助成費、事業別区分１、ひとり親家庭医療費助成事業９

０４万円、前年度と同額でございます。これはひとり親家庭で１８歳に達した年の年度

末までの子どもとその親、または養育者に係るレセプト点検委託料等の事務経費及び医

療費の自己負担額に対する一部を助成するものでございます。財源内訳の府支出金は、

公費負担分の２分の１となっております。 

 次の頁をお願いいたします。７６、７７頁でございます。 

 ７目子ども医療助成費、事業別区分１、子ども医療費助成事業４千４１４万３千円、

前年度に比べ５０４万６千円の増。これは高校卒業となる年齢までの子どもの入院及び

通院に係るレセプト点検委託等の事務経費及び医療費の自己負担額に対する一部を助成

するもので、本年、令和３年１月より対象者を中学校卒業までから高校卒業となる年齢

まで拡大したことにより、前年度に比べ増となったものでございます。財源内訳の府支

出金は、就学前の公費負担分に対する２分の１、３６３万３千円と、残りは新子育て支

援交付金９１１万７千円でございます。 

 次に、８目未熟児養育医療給付費、事業別区分１、未熟児養育医療給付事業６５万４

千円は、前年度と同額でございます。これは未熟児を対象として未熟性がなくなり、正

常な新生児の機能を有するまでの指定養育医療機関への入院治療に対し給付を行うもの

となってございます。財源内訳の分担金・負担金は、自己負担分で８人分を見込んでお

ります。 

 次に、９目国民年金総務費１千７４４万８千、前年度に比べ１４９万円の減。 

 事業別区分２、国民年金事業８万８千円は、年金事務に係る経費で、全額国庫支出金

でございます。 

 １０目国民健康保険費１億３千６５０万２千円、前年度に比べ８３５万９千円の減。 

 次の頁をお願いいたします。７８、７９頁でございます。 

 事業別区分２、国民健康保険特別会計繰出金事業１億１０３万２千円は、国民健康保

険事業に要する経費のうち国が示す繰出基準等に基づき、一般会計で負担することとし
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た経費を国保特会へ繰り出すものとなっております。また、その他一般会計繰出金では、

集団健診におけるがん検診の費用の国保加入者分３６万３千円及び町独自減免に対する

繰出金２００万円のほか、地方単独事業である福祉医療費助成事業に係る国庫減額相当

分１８０万９千円を計上いたしております。財源内訳でございますが、保険基盤安定繰

出金のうち保険者支援分については２分の１が国庫支出金、４分の１が府支出金、また、

保険料軽減分が４分の３が府支出金となっております。 

 １１目介護保険費２億５千９３４万８千円、前年度に比べ１０３万２千円の増。 

 事業別区分２、介護保険特別会計繰出金事業２億１千６２２万４千円は、介護保険特

別会計へ町が負担すべき額を一般会計から繰り出すものでございます。低所得者等保険

料軽減繰出金の１千９８０万円は、１号被保険者の保険料のうち第１段階から第３段階

の方に対する国の軽減制度に伴うもので、財源の国庫支出金と府支出金はこれに対応す

るものとなっております。 

 次に、事業別区分３、サービス事業６３９万４千円は、地域包括支援センターが指定

介護予防支援事業所として実施する事業で、ケアマネージャーの人件費などを計上いた

しております。事業内容は介護予防支援の対象である要支援１、２の認定を受けた方が

自宅で介護予防のためのサービスを適切に利用できるよう、ケアプランの作成やサービ

ス事業所との連絡、調整などを行うものでございます。財源内訳の使用料・手数料は介

護予防支援手数料でございます。 

 次の頁をお願いいたします。８０、８１頁でございます。 

 １２目総合福祉センター管理費、事業別区分１、総合福祉センター維持管理事業１千

８２９万５千円、前年度に比べ６２万３千円の増で、総合福祉センターに係る修繕費及

び太子町社会福祉協議会に対する指定管理委託料を計上いたしております。尚、財源内

訳の諸収入は、太陽光発電の売電料となっております。 

 次、１３目後期高齢者医療費、事業別区分１、後期高齢者医療特別会計繰出金事業１

億７千９１８万５千円、前年度６３万５千円の増。１８節の負担金補助及び交付金は、

医療給付等に係る定率負担金等の広域連合への負担金を、また２７節の繰出金は、本町

の後期高齢者医療特別会計へ繰り出すものでございます。財源内訳の府支出金は保険基

盤安定負担金で４分の３の負担割合となっております。 

 次、２項児童福祉費、１目児童措置費１億８千７３７万円、前年度に比べ９９２万４

千円の減。減の主な要因は対象児童数の減によるものでございます。 
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 事業別区分１、児童手当給付事業１億８千７３７万円は、児童手当支給に係る費用を

計上しております。対象はゼロ歳から中学校卒業までの支給対象児童を養育している者

に対して支給されます。支給対象者見込みが延べ１万７千１９９人、月平均１千４３３

人でございます。財源内訳は国庫支出金が約７割、府支出金と町がそれぞれ１.５割と

なっております。 

 ２目児童運営費３億３千４６３万８千円、前年度に比べ８５１万１千円の減。減の主

な要因は保育所入所委託費の減によるものでございます。 

 事業別区分１、保育所運営事業３億３千４６３万８千円は、保育園の運営に対する経

費を計上いたしております。園児数ですがやわらぎ保育園で９４人、松の木保育園では

１１６人、認定こども園やわらぎ幼稚園の２号認定で７０人の計２８０人を見込んでお

ります。やわらぎ、松の木両保育園、やわらぎ幼稚園の延長保育、障がい児保育事業、

病後児保育事業等への補助金や、保育所入所委託費を計上いたしております。財源内訳

のうち分担金・負担金は利用者負担金でございます。 

 次の頁、８２、８３頁をお願いいたします。 

 ３目放課後児童会費４千５５２万３千円、前年度に比べ４００万４千円の減。 

 事業別区分１の放課後児童会運営事業４千５５２万３千円は、磯長、山田、両教室の

運営に係る人件費及び施設の維持管理に係る経費を計上いたしております。内訳は磯長

教室が４クラス、山田教室が１クラスで、１クラス当たり３名体制で運営いたしており

ます。現在の申込状況でございますが、磯長教室で１１３人、山田教室で４４人となっ

ております。財源内訳の使用料・手数料は、放課後児童会使用料によるもので、事業費

から保育料を除いた金額の３分の１ずつが国庫支出金及び府支出金でございます。 

 次の頁、８４、８５頁をお願いいたします。 

 ４目児童福祉費６千９２７万４千円、前年度に比べ４５５万６千円の増。 

 事業別区分１、児童福祉管理事業の１４万８千円は、子育て支援課所管の一般管理業

務に係る経費を計上いたしております。財源内訳の国庫支出金は、特別児童扶養手当支

給事務委託金でございます。 

 次に、事業別区分２、子ども子育て支援事業の３千８６６万６千円は、子育て支援に

関する事業経費を計上しております。子ども子育て支援事業に伴う保育士の雇用に係る

経費など、また、１２節の委託料は子育て支援センターや家庭における児童の養育が一

時的に困難になった場合に児童福祉施設で一定期間養育保護する子育て短期支援事業や、
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子どもの貧困対策として対象となる子どもの世帯への生活支援を行うなど、子育て関連

支援事業の経費を計上いたしております。 

 また、１８節負担金補助及び交付金の多子世帯保育料等助成金の５００万円は、第３

子を無料、第２子を半額とする助成制度で、３歳から５歳児を除くゼロ歳から２歳児が

対象となっております。財源内訳の国庫支出金は地域子ども子育て支援事業交付金、府

支出金は地域子ども子育て支援事業交付金及び新子育て支援交付金でございます。副食

費補助の９９３万円は、保育料無償化に伴う制度改正により、副食費が実費負担となる

所得階層第４階層以上の第１子目と第２子目を持つ保護者を対象として、副食費相当額

の４千５００円を上限に補助することにより、保護者の経済的負担の軽減を図ることを

目的とした副食費補助金交付事業に係る経費を計上いたしております。これに係る経費

は全て一般財源となってございます。 

 次に、事業別区分３、児童虐待防止事業６９７万１千円は、児童虐待防止対策事業を

強化するため、子ども家庭相談支援拠点を設置するために専門職の増員を配置する人件

費、また、児童虐待スーパーバイザーの報償費等でございます。財源内訳の国庫支出金

は児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業補助金で、補助率は２分の１でございます。 

 次の頁、８６、８７頁をお願いいたします。 

 次の事業別区分４の発達障がい児等療育事業４７１万５千円は、障がい児療育等支援

事業委託料と心身障がい児通所施設聖徳園の運営補助を計上いたしております。財源内

訳の府支出金は、新子育て支援交付金でございます。 

 事業別区分５、保育所等巡回支援・児童個別支援事業１千７１６万４千円は、保育士、

臨床心理士、作業療法士等が町内の保育所、幼稚園と連携を図り、発達の遅れやおそれ

のある児童を早期に発見、対応することで、子育て環境を整えることを目的とした事業

となっております。財源内訳の府支出金は、新子育て支援交付金でございます。 

 事業別区分６、過誤納還付事務事業の８０万円は、前年度の事業費確定等に伴う翌年

度精査に係る国・府支出金の返還金を計上いたしております。 

 事業別区分７、子ども子育て支援事業の８１万円は、児童発達支援施設等に通う児童

の副食費補助金で１５人分を計上いたしております。 

 次、４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費９千７６１万円、前年度に比

べ１千４２万８千円の増。増の主な要因は、職員人件費の増によるものとなっておりま

す。 
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 次の頁をお願いいたします。８８、８９頁でございます。 

 事業別区分２、保健衛生管理事業の３千３６万４千円は、保健センターが実施してお

ります事業全体に係る保健師や管理栄養士、事務補助、アルバイトの報酬、また、南河

内の広域で取り組んでおります小児救急医療事業、南河内圏域障がい児・者歯科診療事

業及び休日診療所の運営事業等に対する負担金のほか、各種団体への補助金などを計上

いたしております。財源内訳の国庫支出金は、疾病予防対策事業費等補助金、府支出金

は健康増進事業補助金でございます。 

 次、事業別区分３、市町村健康対策推進事業３８万９千円は、健康づくり推進会議や

自殺予防対策に係る委員報酬や講師謝礼を計上いたしております。財源内訳の府支出金

は、自殺対策緊急強化事業補助金でゲートキーパー養成講座講師謝礼や消耗品に対する

もので、補助率は２分の１となっております。 

 次、事業別区分４、保健センター維持管理事業２８０万６千円は、保健センターの維

持管理に係る経費で、清掃や設備の保守点検など、委託料に係る経費などを計上いたし

ております。 

 次の頁をお願いいたします。９０、９１頁でございます。 

 頁中ほどの２目健康管理費８千１９９万１千円、前年度に比べ４０９万５千円の増。

増の主な要因は、令和２年１０月から定期接種となりましたロタウイルスワクチンの接

種情報のマイナンバー連携に係る電算機器システムプログラム変更等委託料の増による

ものでございます。 

 事業別区分１の予防事業３千８７３万６千円は、各種の予防接種に係る経費を計上い

たしております。予防接種の主なものは、小児用肺炎球菌ワクチンや４種混合、日本脳

炎などの乳幼児の予防接種、高齢者のインフルエンザや風しんの予防接種などに対する

委託料、おたふくかぜなどの予防接種経費等を計上いたしております。また、造血細胞

移植後定期予防接種ワクチン、再接種ですが、造血細胞移植を受けた際に、それまで受

けていた予防接種の抗体がなくなってしまうため、再度予防接種を受ける必要が生じる

ための措置に伴うもので、再接種が必要な全ての予防接種に係る費用でございます。二

十歳未満の方が対象で、１名分を計上いたしております。ほか、先ほども申し上げまし

たロタウイルスワクチンの接種情報もマイナンバー連携に必要な電算システムプログラ

ム変更等委託料を計上いたしております。財源内訳の府支出金は、風しんワクチン等接

種補助金と造血細胞移植後定期予防接種ワクチン再接種補助金で、それぞれ事業費の２
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分の１でございます。 

 事業別区分２、健康教育事業７５万９千円は、聖徳市でのミニ健康展、ヘルシーライ

フ講座や血糖へらそう会等の糖尿病学習会などに係る経費を計上いたしております。財

源内訳は、健康増進事業に係る基準額の３分の２が府費、また、健康教育及び笑顔いっ

ぱいプロジェクトの参加負担金を諸収入で措置いたしております。 

 次の頁をお願いいたします。９２、９３頁でございます。 

 事業別区分３、健康相談事業の１３万６千円は、健診の結果説明会など、健康相談に

係る経費、または健康手帳や保健センターの事業案内を作成する経費を計上いたしてお

ります。財源内訳の府支出金は、健康増進事業に係る基準額の３分の２となってござい

ます。 

 次の事業別区分４、健康診査事業１千７２９万円は、各種がん検診や４０歳以上の方

を対象とした基本健康診査時の追加項目などの各種検診経費を計上いたしております。

平成３０年６月から新たに開始いたしております内視鏡検査につきましては、これまで

の実績を踏まえ、１５０人分を計上いたしております。財源内訳は、疾病予防対策事業

費に係る経費の２分の１が国庫支出金、また、健康増進事業に係る基準額の３分の２が

府支出金でございます。 

 事業別区分５、集団健診事業の３５９万７千円は、夏、冬のとくとく健診での追加項

目健診や、各種がん検診委託料などを計上しております。尚、令和３年度のとくとく健

診は、８月２２日日曜日から２４日火曜日の３日間と、８月２６日木曜日から２８日土

曜日までの３日間、計６日間を予定いたしております。財源内訳の府支出金は、健康増

進事業である基本健康診査に係る委託料等で３分の２の補助率となっております。 

 次に事業別区分６、母子保健事業１千２５２万円は、妊娠から出産後３歳６ケ月期ま

での妊婦健診及び乳幼児健診に係る経費を計上いたしております。赤ちゃん会、乳幼児

健診など母子保健に係る実費や看護師等の報酬及び報償費や妊婦さんの定期健診に係る

費用で、妊婦健康診査委託料には１人当たり限度額１４回分の１１万６千８４０円、６

７人分に加え、多胎児・多胎妊婦健診助成として上乗せ５回分経費として２人分５万４

００円を含めて計上いたしております。 

 次の頁、９４、９５頁をお願いいたします。 

 事業別区分７、健康マイレージ事業の１５４万４千円は、健康マイレージ事業たいし

くんスマイルに係る経費を計上いたしております。昨年の第７回目となる健康マイレー
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ジ事業では、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、前年比１２４名減の８９７名の

参加となりましたが、本年も既に１月から第８回目となるたいしくんスマイル２０２１

をスタートしており、１人でも多くの住民の方々にご参加いただき、楽しみながら健康

になっていただけるよう積極的にＰＲ活動を行ってまいりたいと考えております。 

 事業別区分８、妊娠出産包括支援事業３４０万９千円は、妊娠期から１歳半までの子

育て期にわたる母子保健に関する総合的な相談支援や、乳幼児訪問に関する経費を計上

いたしております。事業内容といたしましては、産前産後サポート事業や産後ケア事業

のほか、産婦健康診査事業や、令和３年度から新たに開始します産前産後ヘルパー事業

で、子どもをよりよい環境で産み育てられる環境づくりを支援する事業となっておりま

す。また、７節報償費の出産祝品は、約１万円相当のカタログギフトと、お子さんのお

名前を入れたたいしくん缶バッジ７５人分を計上いたしております。財源内訳の国庫支

出金は、妊娠出産包括支援事業補助金で補助率２分の１、繰入金はふるさとたいし応援

基金でございます。 

 次の事業別区分９、後期高齢者事業４００万円や、今年度令和３年度からの新たな取

組といたしまして、後期高齢者医療広域連合からの委託を受けて行うもので、７５歳以

上の後期高齢者の方に対して、介護予防と生活習慣病の重症化予防といった高齢者の保

健事業を介護予防と一体的に取り組むもので、医療レセプトや健診データの調査、分析、

事業の企画を行う保健師１名と通いの場に出向いて相談指導を行う看護師等の専門職を

雇用し、本事業に計上いたしておりますものは、事業費の医療専門職に係る報酬３５０

万円と、事業に係る事務費５０万円でございます。 

 少し飛んでいただきまして１４４頁をお願いいたします。 

 ９款教育費、５項幼稚園費、１目幼稚園費の事業別区分７、預かり保育事業でござい

ます。１００万５千円は幼稚園の預かり保育利用給付費を計上いたしております。 

 次の、事業別区分８、私立幼稚園等助成事業５千３１７万４千円は、認定こども園や

わらぎ幼稚園の１号認定に対する施設型給付負担金や一時預かり事業負担金のほか、未

移行園等の預かり保育利用給付費や、実費徴収に係る補足給付事業補助金を計上いたし

ております。財源内訳の国庫支出金と府支出金は、施設型給付負担金等でございます。

尚、施設型給付負担金と一時預かり事業負担金は、園児６５人分、実費徴収に係る補足

給付事業補助金は、未移行園を利用する園児の副食費補助として５人分を見込んでおり

ます。 
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 恐れ入ります、６頁にお戻りいただきまして、債務負担行為でございます。 

 健康福祉部関係では、上から３つ目のとくとく健診（集団健診）事業で、記載のとお

り、期間と限度額を定めております。 

 以上で、健康福祉部所管の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

○䭜本（馨）委員長 ただいま健康福祉部関係の歳入歳出について説明がありました。 

 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

○斧田委員 ７２頁、７３頁のところなんですけれども、敬老祝事業についてなんですけ

れども、先ほど敬老祝金は４名程度の予算額ということであったんですけど、そのもう

一つ上の最高齢者祝金というんですか、現在の太子町の最高齢者の方というのは何歳の

方でいらっしゃいますか。 

○武部高齢介護課長 毎年９月１日現在の基準日で確認しております。９月１日現在でご

存命であれば１０４歳の女性というふうな形になっています。 

○斧田委員 続きましてなんですけれども、８０、８１頁にありますここの上の段、１２

の総合福祉センター管理の中の修繕費なんですけれども、１８９万５千円計上されてい

ますが、どのような修繕を計画されているのか、教えていただけたら。 

○松岡福祉課長 令和３年度ですけれども、修繕費につきましては、昨年度、２階の空調

の修繕をさせていただきました。今年度、令和３年度につきましては１階の空調設備の

修繕と、あともう１つはボイラーの配管の中でミキシングバルブというのがございまし

て、お湯と水を調整する弁なんですけれども、それが全く機能していない状態で、水だ

けが出ている状態でそのボイラーには追い焚き機能がございます。追い焚き機能を使っ

て何とかお風呂が使えているという状態ですので、お湯と水を調整するミキシングバル

ブが２つございます。それを修繕するという内容でございます。 

 以上です。 

○斧田委員 今コロナでこれまでの間ずっと使用ができない状態だったんですけれども、

かなり福祉センターの風呂を楽しみにされている方がいらっしゃいますので、できるだ

け年度が始まったら早い段階でも修繕できるような形で取り組んでいただけたらと思い

ます。 

 それから続きまして、８２頁、８３頁、次のところで放課後児童会のことで今度は聞

かせてもらいます。 
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 山田教室のほうは１クラスで指導員の方が３名体制だということだったんですけど、

磯長が４クラスで指導員のほうは何名というふうな形を取られているのか、教えていた

だけたら。 

○小路子育て支援課長 今ご質問の磯長小学校の放課後児童会ですけれども、基本的には

各クラス４教室あるんですけれども、各教室について基本は２名という形なんですけれ

ども、常時２名という形になって、あと交代とかが休憩時間とかがありますので、３名

になったりする場合もありますので、常時は最低２名、基本的には２名という形の部分

で運営をさせていただいております。 

○䭜本（馨）委員長 ほかに。 

○斧田委員 磯長教室のほうなんですけれども、磯長小学校の教室のほうで対応していた

だいているということなんですけど、その様子というんですか、子どもらの様子も含め

て聞かせてもらえたら。 

○小路子育て支援課長 去年の１１月１日に、移転のほうを無事完了させていただきまし

た。その後、校舎のほうが下が２教室、特別棟が２教室、合計で４教室という形をさせ

ていただいているんですけれども、最初が園舎のほうから幼稚園舎のほうから替わると

いう形で、いきなり学校のほうから来るのに戸惑いがあるかなと思っていたんですけれ

ども、その辺については指導員さんのほうで十分に見ていただきまして、児童につきま

しては、普通に登校していただくような形を取っております。それと今につきましても、

現在につきましても、問題なくしていただいているということで、指導員のほうから聞

かせていただいております。お願いします。 

○斧田委員 ありがとうございます。環境が変わるとどうしても子どもらが不安定な状態

になると思うんですけれどもよろしくお願いしたいと思います。 

 それと８９頁になるんですけれども、ここの項目の中には上がってなかったんですけ

れども、説明の中でゲートキーパーという形で説明されたんですけれども、すみません、

知識不足で具体的に教えていただければありがたいです。 

○松井健康増進課長 自殺対策のゲートキーパーの養成のことかと思います。ゲートキー

パーというのは、まず自殺を意図されている方、また例えばこのままいったら自殺して

しまうだろうなというような方、そういった方をできるだけ発見して、自殺につながら

ないように何とか思いとどまっていただくような形で説得といいますか、話を聞いてい

ただいて、そういった形で発見していただくような方を養成するというような形で聞い
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ております。特に今やっておりますのが、まず職員が窓口のほうで、例えば相談である

とかを受けた際に、そういったところはないのかどうなのかと、そういったところをは

っきりしながら適切なところにつなげるというようなことを適切に行えるように養成の

ほうをさせていただいているところです。 

○斧田委員 特にコロナの関係でも、自殺につながるような事例というのも広報等でもさ

れているので、そういうふうな人材というんですか、ゲートキーパーのほうをまた職員

も含めて頑張ってつくっていただけたらと思います。 

 以上です。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○藤井委員 すみません、８３頁なんですけれども、さっき斧田委員が質問していただい

たんですけれども、ちょっともう少し詳しく教えてほしいなというところが、磯長小学

校、山田小学校、各学年１年生が何名かというのを教えてほしいんですけれども。 

○小路子育て支援課長 人数なんですけれども、児童数なんですけれども、磯長のほうが、

令和元年、令和２年、３年のほう、どちらですか。一応令和２年の４月１日という部分

になりますけれども、１年生３３人、２年生３１人、３年生２６人、４年生１９人、５

年生１５人、６年生ゼロ人です。山田のほうが、令和２年４月１日ということで、１年

生１４人、２年生１２人、３年生１１人、４年生７人、５年生と６年生がゼロ人という

形になっております。 

 磯長につきましては、令和２年で１２４名、山田が合計して４４名という形になって

おります。 

○藤井委員 これは令和２年度の分ですね。令和３年度の分はまだはっきり分からないと

いうことですか。 

○小路子育て支援課長 令和３年度の入会希望者という部分の中で、うちのほうで決定を

出している部分につきましては、磯長なんですけれども、１年生３２人、２年生３１人、

３年生２２人、４年生１６人、５年生６人、６年生６人の１１３人という形になってお

ります。山田のほうが、１年生１５人、２年生１３人、３年生１３人、４年生１人、５

年生２人、合計して６年生ゼロという形で合計して４４人というふうに思っております。 

○藤井委員 ありがとうございます。今、そのことなんですけれども、山田小学校のほう

では、待機児童がいると聞いているんです。今何人ぐらいいますか。 

○小路子育て支援課長 現在のところ４名という形です。 
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○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○藤井委員 今までは太子町は待機というのはなかったんだそうです。ずっとゼロの状態

で、今年の令和３年度まで山田はゼロ人となっているんです。なのに今４名が今のとこ

ろ入れないという状態なので、それは保護者としてはとても私はつらいことだと思うん

です。保護者は太子町は住みやすい子育てにいいところだと聞いて結構来ていると私は

聞いているんです。そんな中でこういう不安な思いをさせたら、ここで定住してもらえ

るのかなと思って。保護者に不安を私は与えてはいけないと思うんです。だから、この

４名についても、何とか入れるようにしてもらいたいという、すごい思いを私は持って

いますので、そういうところはよろしくお願いしたいと思います。 

○䭜本（馨）委員長 答弁はよろしいですか。ほかに。 

○山田委員 ７３頁、緊急通報装置賃借委託料ということなんですけど、これは４、５人

だと思うんですけど、何人かということと、賃借委託料というのはどういう意味か教え

てください。 

○武部高齢介護課長 現在対象者につきましては４６名を確認してございます。 

○山田委員 委託料の賃貸というか賃借か、委託料という意味を教えてください。 

○武部高齢介護課長 まず緊急通報装置の設置なんですけれども、大阪ガスセキュリティ

のほうに委託というような形で上げさせていただいております。実際に高齢者、６５歳、

独居老人、独居世帯、高齢者世帯の方々に対して緊急通報装置の貸出しをさせていただ

いているんですけれども、何か具合がもし悪くなったときにボタンを押していただくと、

大阪ガスセキュリティサービスのほうの窓口につながるというふうな形でございます。

その中で協力員であったりとか、もしくは消防署のほうに連絡するというふうな形でご

ざいます。 

 以上です。 

○山田委員 大体分かりました。それから、今度は老人クラブ助成事業補助金１０２万７

千円なんですけど、これは老人クラブは何名ぐらいおられるんですか。 

○武部高齢介護課長 会員につきましては、令和２年３月末時点で４３６名となってござ

います。 

○山田委員 ６５歳以上の人が約３千８００人ぐらいおられると思うんですが、この老人

クラブの会員加入促進だとか何かやられていますか。 

○武部高齢介護課長 実際に老人クラブの未加入者さんを含む高齢者を対象とした事業と
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いうふうな形でございます。敬老の集いであったりとか管外研修を実施しておるんです

けれども、その中でこういう福祉サービスの総合的な取組をさせていただく中で、この

会員さんの方々が実際に社協等々を通じて連携しながらお声かけをしていただいている

というふうに聞いております。 

 以上です。 

○山田委員 ８１頁、総合福祉センター維持管理事業で１千６４０万円の指定管理委託料

があるんです。先ほど総務のほうでは、総合福祉センターの補助金が４千２４４万９千

円なんです。それの関連性はどないになっているのか教えてください。 

○松岡福祉課長 補助金と福祉センター指定管理料の関連ということのご質問をしておら

れます。中身ですかね。どのような予算ということでどれぐらい出しているかとかとい

うトータル的なことをまずお答えさせていただきます。 

 指定管理のほうの１千６４０万円、要するに館管理ということで、館管理をしていた

だく中で人件費とか維持管理費等で１千６４０万円ということで計上させていただいて

おります。そのほかの社協のほうなんですけれども、実際に社会福祉協議会の職員とし

て地域福祉活動をしていただく職員の費用はほぼ社会福祉協議会の補助金ということで

４千２４４万９千円、そのほか団体等補助金もございます。という中で、事業費的には

７千万円強ですか、を指定管理と社会福祉協議会の補助金という形で計上させていただ

いております。 

 以上です。 

○山田委員 ありがとうございます。一般的に例えば今だったら道の駅だとか、ああいう

ところにほかの業者に指定管理すると、多少の補助金は出しますけれども、人件費やと

かいろいろなものはその中に入った者がやっていって、あとは合理化だとか何とかやっ

ていくと思うんですけれども、この委託料で１千６４万円で片方でこんなので、今聞い

たら７千万円ほどというのは、こういうことがあり得るんですか。 

○松岡福祉課長 ７千万円強の事業費ということで、すいません、あり得るんですかとい

うご質問ですけれども、指定管理をするに当たって各種清掃、点検、その指定管理をす

るために配置する看護師の費用とか、それもございます。一方、事業費、補助金のほう

につきましては、実際に地域福祉を推進するための活動に関わる人件費がほぼ占めてお

ります。その中で丸々７千万円が町の持ち出しかというところなんですけど、そのうち

国費、府費等で約１千８００万円程度補填しますので、実際に一般財源として使用させ
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ていただくのは５千万円ちょっとというような形になっております。 

 以上です。 

○山田委員 私の考えている指定管理というのと、今の社協の指定管理は、特別な指定管

理のような感じがしまして、普通指定管理というのは業者を放り込んで業者に商売をさ

せると。しかも人件費も何もかもそっちの賄いでやってしまうというふうに理解するん

ですけど、この総合福祉センターの場合は、何もかも役場が面倒を見ていて、しかも指

定管理の委託料まで払っているという状態ということは、物すごくわたしははっきり言

ってちょっと特別な異常な感じだと思っています。思っているのだけれども、そういう

特別な指定管理だということを認識しました。結構です。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○森田委員 ７３頁のこれは地域密着型介護老人福祉施設整備助成金というのがあります。

これはいつも１２５万円か出ているのだけれども、これ聞いたら何か建築費の利息分で

やっているのだとか聞いたのだけど、一般財源で出ていたし、これはやっぱりやらなけ

ればいけないものか、それでまたやるのだったら何年間やるのかというのを。 

○武部高齢介護課長 この補助につきましては、地域密着型小規模介護老人福祉施設に対

する利子補助というふうな形になってございます。ふくの音さんに対しての補助という

ふうな形になってございます。期間なんですけれども、平成２８年度から１０年間とな

ってございます。ですので令和７年までです。 

○森田委員 ということは、これはもう行政は地域密着型はこういう補助がやらなあかん

ものですか。 

○武部高齢介護課長 この地域密着型の施設につきましては、先ほども言いました、建築

といいますか、利子補助に対する部分になりますので、大阪府等々を通じてこの補助に

ついても通知等もございますので、これは１０年間というのは決まってございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○䭜本（博）委員 すみません、先ほどは申し訳ありませんでした。８３頁の放課後児童

につきまして質問させていただきます。 

 磯長小学校が４クラス１１３人、山田小学校が１クラス４４人という部分でなってい

ると思うんですが、先ほども藤井委員が４名の待機という部分で、自分のほうも本当に

支援者の方々から、山田小学校がすごく厳しいらしいですね。条件という部分で、引っ

越しで移転されてきた方、また、低学年の子ども、それからひとり親の方が中心的にそ
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こに入っていくと。ですから本当に通常、お仕事をされていて頑張られているお母さん

方も何とか入れたいんですけれども、入れられないんですという要望をよく聞くんです。

そういう部分で、今は枠を広げられないのかもわかりませんが、今後、どうなんでしょ

うか。 

○小路子育て支援課長 今のご質問なんですけれども、山田小学校のほうが４４名と、当

初１年生から３年生、低学年という形で４０名という形のほうで思っていたんですけれ

ども、何とかひとり親につきましては枠を広げたいということで、４４名という形の部

分です。申し訳ないんですけれども、４名の方だけ待機していただくという形にはさせ

ていただいております。 

 これにつきましては、基準のほうが、１教室に指導員２名以上という形の部分と、面

積のほうが、児童１人につき１.６５平方メートルという形になりますので、教室の広

さとか、あと指導員の数とかを考えますと、今のところちょっと厳しい状態にはなって

おりますので、４４名が最大値かなというように思っております。ただ今後、それにつ

いては児童数とか、今後の児童数を考えて検討させていただきまして、対応できるかど

うかまだ何とも言えないんですけれども、できる限り対応はさせていただければと思う

んですけれども、どうしても基準がありますので、基準以内という形の部分で対応して

いきたいと思っています。よろしくお願いします。 

○䭜本（博）委員 大体前回もそういう形のことをいろいろお聞かせいただいたんですけ

れども、やっぱり勉学、学校なので、磯長小学校と山田小学校の連携というのはどうな

んでしょうね。磯長小学校は意外とそういう待機児童が入れるという部分のことをお母

さん方は言われるんです。ですので、もし山田小学校と磯長小学校が連携を取って前へ

進んでいただいたらいいかなとは思うんですけど、そういうところはどうなんでしょう

か。 

○小路子育て支援課長 今のご質問なんですけれども、山田と磯長をそしたら一緒にとい

う形の部分になりますと、児童がそこに行く、通学をしていただくときとか、場所とか、

そういうのも検討していかないと駄目だと思いますので、ちょっと今のところ、場所と

いうのが中々見つからないというのと、考えていきますと、非常に難しいということで

ございます。 

○䭜本（博）委員 大体前とちょっとよく似た形の意見になると思うんですけれども、そ

ういう大きなことに関しては教育長、どうでしょうか。何かいい方法はないんでしょう
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か。 

○子安健康福祉部長 放課後児童会の所管は健康福祉部ということで、私のほうからお答

えのほうをさせていただきたいと思います。 

 委員ご指摘のように、現在待機が出ていると。今担当課長のほうからご説明いたしま

したように、当初は４０名で、ちょっと私の記憶でしゃべるので正確ではないところも

あるかもわかりませんが、８名程度の待機が出ていたと。やはり町としては住民の方か

らご要望がある限りは、何とかそれにお応えしたいなというのは当然持ち併せておりま

す。しかしながら、やはり場所の問題であるとか人の問題、あるいは安全性の確保等々

が当然必要になる中で、人の制約、指導員等々の問題もあって、山田教室を２教室に増

やすとかいうことを直ちにできないというような状況もございます。その中で、何とか

入っていただける。特に今回でしたら８名いらっしゃったと思うんですけれども、その

８名の中にひとり親の方のお子さんが４名いらっしゃったということで、過去にも４０

名を超えて弾力化して定員を超えて入れていた経験もございますので、何とかまずその

４名の方に関しては入会していただこうという形で進めております。 

 そういたしましても、今後、今現在も待機の方が出ている。山田においては、ここ最

近希望者が増えているという傾向がございます。過去においては少子化という傾向があ

るので定員を超えるような形にはならないのかなというような思いもあったんですけど、

現実にはやはり何というんですか、働き方改革というんですか、女性の社会進出等々も

ありますので、入会を希望されるお子さんも増えてきております。 

 その辺のところ、片や山田がそういう状況にありつつも、磯長のほうを見ますと、少

子化の影響と言ったらいいのかどうか分からないんですけれども、減る傾向が出てきて

いると。 

 いずれにしても、山田教室においては数名の待機が出ているということで、そこの部

分については今後恒常的に定員を超えてくるのであればクラスを増やすというようなこ

とであるとか、今䭜本委員がご指摘いただいた磯長と山田をうまく弾力的に運営できな

いのかとかいったところを、判断というか検討していかなければならないのかなという

ところがあるんですけれども、その前段として、やはり山田のお子さんの入会希望者の

動向がどういう形になっていくのか、今年がたまたま多かっただけなのか、今後もずっ

と増えていくのか、その辺の見極めということもしながら、今後の解決策でその辺のと

ころを検討していきたいというように思っておりますので、よろしくお願いします。 
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○䭜本（博）委員 ありがとうございます。支援者の方々も本当にお母さん方が働かれて

いるという方が多いので、何とかしていただきたいという切実な声も聴いていますので、

まだまだ諦めないとお願いいたします。よろしくお願いします。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 すいません、ちょっとお尋ねします。コロナ禍の中で令和２年度にたくさん

の事業なんかが国のほうからもあったと思うんですけれども、引き続き個人向け緊急小

口資金や総合支援金、生活支援金、これは継続されてやられるんですか。 

○松岡福祉課長 緊急小口ということですけれども、今現在約１４０名程度で、実際に事

務を担っておるのは社会福祉協議会の窓口です。ご存じのように、当然３月で終わると

いう予定だったんですけれども、また３ケ月期間が延長されましたので引き続き社会福

祉協議会のほうで手続きをしていただくということで、窓口のほうに相談に来られたら、

またこういうものがあるよというような内容の説明はさせていただいている状況です。 

 以上です。 

○西田委員 割にこれ借りやすいみたいで、また金額も増やしたそうなので、これはコピ

ーだけど、よその自治体でこれを窓口において使ってくださいというのもあるみたいな

ので、ＰＲを強めにお願いしたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 続きまして、本当に悲しいことですけれども、とうとう老人医療費助成制度、２０２

０年をもちまして終わってしまいます。これでどれだけの人が太子町では廃止の影響を

受けたことになるんですか。 

○子安健康福祉部長 今回老人医療費助成制度、先ほど説明の中にもありましたように、

平成３０年度に福祉医療費の助成制度が再整備され、老人医療費が廃止されることとな

りました。その際に、他の重度障がい者であるとか、他の医療費助成に移行できる方に

ついては移行をお願いし、そうでない方につきましては３年間の経過措置を設けさせて

いただいて、令和２年度末で終了という形を取らせていただきました。直近の老人医療

の対象者の人数でございますが、３４人いらっしゃいます。したがいまして、この方々

３４人の方につきましては、３月末をもって老人医療のほうは終了という形になります。 

 以上です。 

○西田委員 元々この３４人の方は高収入でこれがなくてもいいよというような所得の人

ではないですよね。 

○子安健康福祉部長 その方々は、特に所得制限で外れるとかそういうわけではありませ
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ん。制度自体の廃止ということでございますので、収入あるいは所得等に関係なく制度

自体の廃止ということになってございます。 

○西田委員 それだけ困る人がたったなのか多いのか、３４人の方に引っかかってくると

いうことで、大阪府がこういうのを手放すのなら太子町では何ができるかなというのは

ちょっと考えていただきたいので、よろしくお願いします。 

 それと、うちは直接ではないのでなかなか見えてこないと思うんですが、生活保護の

ことをお尋ねします。生活保護世帯は増えていますか、太子町で。 

○松岡福祉課長 生活保護の世帯ですけれども、ご質問があったように緊急小口等が使え

るので、数自体が急激に増えているというような状況ではないです。トータルで１００

件前後になろうかと思うんですけれども、このコロナ禍でいきなり急激に増えたかとい

うと、そういうようには私のほうは感じておりません。どうしても事業もそうですけれ

ども、会社のほうで雇い止めとかがございましたら、小口資金のほうを使えますので、

先ほどもご質問をいただいたように、もし単身ではなくて家族がおれば、今のところ２

００万円までお貸しできるような状況になっていますので、まずそちらのほうを使って

いただくというのが優先かなというように考えております。 

○西田委員 そうやって相談に乗っていただいているのでありがたいと思います。ただ生

活保護を後回しにするのではなくて、最後の手段でなくて、権利なので、それに該当す

る方はどんどん使ってもらって、また生活を立て直したら社会に貢献していただいたら

いいと思うんです。そういう意味ではこのコロナ禍の中でなかなか生活保護は受けるな

というような圧力も強かったんですけれども、厚労省がちゃんと生活保護や生活保護の

申請は国民の権利ですと、生活保護を必要とする可能性はどなたにでもあるものですの

で、ためらわずに自治体までご相談くださいと、こんなニュースがネットに一文載せて

いるんですって。先ほどのと一緒で、これも本当に今困っていて、食べる物にも事欠く、

だって餓死しているような方がテレビで報道されたりするじゃないですか。そんなこと

になる前にちゃんとセーフティネットは権利としての生活保護があるというのはきっち

り、ここが直接携わるのではなくても、太子町の窓口に相談に来られるし、国保の減免

とかを受けに来る人には、そんな思いの人もたくさんいらっしゃると思うので、ためら

わずに言ってくれたらと思います。 

 それと、もっとそこまでもこの人絶対生活保護を十分資格があると言ったらおかしい

ですけれども、ここでないと助けられないという方でも、扶養照会、これをかけられる
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と言ったら、長いこと親戚と会ってないし、長いこと子どもにも会ってないから、そこ

に照会されるのだったらもういいですと言って、それを言うた途端、もう帰っちゃう人

がたくさんいるんです。それも扶養照会は義務ではありませんと国会で厚労省が言って

ますので、それを生活保護の担当の大阪府が、扶養照会をかけますというようなことが

あれば、それはせなあかんというのは、そういうのは直接大阪府の担当の方ですから、

届いているかとは思うんですけれども、締め出しの一番締め出しやすい一言らしいので、

これは言わないようにということだけは付け加えてもらいたいので、よろしくお願いし

ます。 

○松岡福祉課長 いただいた意見につきましては、大阪府と協議させていただいて、おっ

しゃるとおりなので、改善すべき点は改善するというように考えております。 

 以上です。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○山田委員 もう終わりそうなので、予算とは関係ないんですけど、ワクチンで情報があ

ったら教えてほしいんですけれども、大阪府で６５歳以上の高齢者に厚労省が２万１千

４５０人が支給されると。それも全ての市町村に高齢者の人数に配分すると決めたとい

うような話が聞こえてきます。そうなってくると、田尻町や千早赤阪村が２０人ぐらい

ということになっているんですけれども、太子町は何人ぐらいなんですか。 

○松井健康増進課長 ４月中に配布されるワクチンの数ということかと思います。先日、

府のほうから数について照会がございました。まだちょっと湯気が立っているような状

態でございますけれども、太子町は４月１２日の週分までで３５人分がやってくるとい

うような形になっております。これにつきましては、１バイアルといいまして、１つの

アンプル、これ１つで５人分を打つとしたときの回数としては３５人分ですよという形

です。元々言われていました１バイアルで６人分打てますよという数字にしましたら４

２人分というような形になってございます。 

○山田委員 ありがとうございます。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

○西田委員 ＤＶのことの対応件数が大阪府では全国最多と、これも今日の新聞に載って

いたんですけれども、対策として相談窓口でしたっけ、それが太子町では機能している

んですか。また、太子町でもこれらＤＶがコロナ禍の中で増えているという現実はある

んですか。 



－１８８－ 

○小路子育て支援課長 虐待の関係とはＤＶの関係という形のものでおっしゃられている

と思いますけれど、ＤＶにつきましては子ども家庭センターが主になっておりますので、

私たちのほうでは十分には把握はさせていただいていないんですけれども、児童虐待の

相談件数という形の部分で、相談という形の部分にしますと、令和元年度が５９件あり

ました。令和２年度なんですけれども、まだ途中の状態なんですけれども、今の状態で

５３件の相談件数が来ております。若干、ちょっと同じぐらいの件数にはなっておりま

す。それの虐待の種別という形になるんですけれども、身体的虐待が令和２年の分で１

４件、心理的虐待が２３件、ネグレクトという部分が１５件、あと性的虐待が１件とい

うことで、５３件の相談のほうがございます。よろしいでしょうか。 

 以上です。 

○西田委員 それは大阪府がやっていることですと言っていいんですか。うちはやっぱり

ＤＶと言うからややこしくなっちゃう。ＤＶの中にもそういうネグレクト、虐待とかが

入ってくるのであれば、すごく連携してやってきたと思うんですが、そういった相談窓

口があってそれが機能しているのかなということもちょっと言ってもらいたいんです。 

○小路子育て支援課長 ＤＶにつきましては相談者自身が大阪府のほうに行っていますの

で、うちのほうでは相談自身は受けていないんです。ただ虐待の中でＤＶとかがありま

すので、一応ＤＶだけとかいうのではなくて、虐待という部分の中身に入っていると思

っていただければいいかと思います。ですから相談としては、ＤＶに限らず虐待として

受けさせていただいているという形になります。 

○西田委員 部長、部としてきちんとやっていることを少し言っていただけますか。 

○子安健康福祉部長 すいません、ちょっと聞こえなかったんですが。 

○西田委員 部としてずっとやってきたと思うんです。教育委員会のほうはそのことにつ

いても教育委員会のときに聞きますけれども、幼稚園、小さなときから妊婦から青少年

までトータルでやっていくと言いましたよね。その中にはＤＶといったらＤＶだけの答

えではなくて、そこに包括されることは太子町としてどうやってやっているんですかと

いうのを、この担当は府だからと言われるとちょっと話が違うので、丁寧に言ってくれ

ますか。 

○子安健康福祉部長 今虐待あるいはＤＶのほうをご質問でございます。やや事務的にお

答えしてしまっているのかなというところがあるんですけれども、ＤＶはちなみに主に

は虐待ということになってくるのかもわかりませんが、対応に当たりましては、当然、



－１８９－ 

子育て支援課もそうなんですけど関連する保健センターでありますとか、または本町で

はありませんけど大阪府の子ども家庭センター、こうしたところとも連携しながら、協

議あるいは連携し、それぞれのケース会議ですね、ケースごとに話合いを持ったりやり

ながら、それぞれがそれぞれの立場で、何というんですか、少しでもこの方たちの助け

になるような形で進めておりますので、引き続きそういった形でどこどこの課だけとか

そういう意味ではなくして、一丸と言えば言い過ぎなのかもわかりませんけれども、先

ほどもありましたように、生活困窮されている方は太子町の役場の中でも例えば国保保

険料のことでお困りになられていたり、その方が生活に困られて何か家のほうではＤＶ

というんですか、そういった問題が起きていたりとかいうことで、複数に関連する部署

にわたるような事案が多数、最近の時勢というんですか、そういったものも出てきてお

ります。そういったことから、虐待に限らず、部内の関係課と十分連携しながら、対応

のほうは当たってまいりたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○西田委員 本当にうち、やっていくと聞いていたので、ちゃんと連携してね、だからあ

る意味こんな小さな町だけれども、児童虐待ですとかそういったのが見つかりやすいこ

とはないのだけれども、学校とか保育所とも地域とも相談ができているからというので、

ある意味そういう町の目があるということは、まず太子町の行政としても立派なことを

やっていると思うのだけれども、それははっきり施策としてこうやっているというのは

言えなあかんと思いますので、今一度どういう状況でどういうふうにやっているのかと

いうのをまとめていただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 それと７５頁、外出支援のことですけれども、これは２台のことは分かりました。太

子町は今どう動いているんですか。 

○武部高齢介護課長 この外出支援事業ということで予算計上をさせていただいているん

ですけれども、この中では今回、公用車貸出事業ということで、公用車２台を現在移動

サービスを実施していただいております団体、寿喜菜の会さん、それと桜草クラブさん

のほうに貸出しをさせていただいていると、無料で貸出しをさせていただいているとい

うような形でございます。利用者さんからは、本当に便利だというお声をたくさんいた

だいている状況でございます。 

 以上です。 

○䭜本（馨）委員長 先ほどの西田委員の発言で教育次長、発言をどうぞ。 



－１９０－ 

○池田教育次長 すみません、教育委員会サイドから補足ということで、お話しさせてい

ただきますけれども、子安部長のほうからもありましたように、事務的でという言葉が

ございますけれども、あくまでＤＶとかの所管が府になるということで、府につないだ

段階で内容とか、直接府に行かれる件数が把握できないということの答弁だったと思う

んですけれども、教育委員会と福祉部門も当然ケース会議なり要対協という共同組織を

持っていまして、例えば子どもの虐待からＤＶが判明するケースもございます。その場

合は、福祉部門のほうにつなぎまして、府のほうへつないでいくということは、当然今

もやってございますので、その辺は庁内で連携しながら教育委員会も含めて進めていき

たいと思ってございますので、よろしくお願いします。 

○䭜本（馨）委員長 ほかに。 

○西田委員 そうやってできていると思っているのなら、それをちゃんとはっきり言って

もらえたらうれしいなというお話だったんです。 

 それと、それだったら、たいしくん号は今どう使われているんですか。 

○武部高齢介護課長 たいしくん号につきましては、６月の公共交通再編の際に、サロン

送迎ということで、現在社会福祉協議会に委託していますサロン送迎のほうでたいしく

ん号を利用していただいております。 

○西田委員 予約型ワゴン車で使われていたときは町内をくるくる回っていて、ああまた

ここにもたいしくん号という感じだったんですけど、このたいしくん号は、今もサロン

送迎として活躍してくれているんですか。何か見かけるのが少なくなったような気がす

るんですけれども、それはやっぱり８ケ所でしたっけ、サロンだけを送迎するという狭

めたことに問題があるかなと思うんですが、サロンだけでも十分活用できている状況に

なっているんですか。 

○武部高齢介護課長 現在のところ交流サロンは８ケ所ございます。ただその８ケ所につ

きましては、このサロン送迎というのは利用されてございません。今利用しておるのは

社会福祉協議会のみのサロン送迎というふうな形になってございます。この８ケ所の交

流サロンにつきましては、聞き取りをちょっとさせていただいた結果、ご自身で歩いて

いくとか、あとは乗合いで車で行かれるというふうなことで、お聴きしてございます。 

 以上です。 

○西田委員 その中でこれは違うかったかな、たいしくん号を使って買物支援とかはそれ

はしていないんですか。 



－１９１－ 

○武部高齢介護課長 ８ケ所の交流サロンを拠点として買物ツアーというのを実施させて

いただいております。ただ今回１０月から買物ツアーを実施させていただいてございま

して、桜草クラブ、にじいろはうす、朝子庵、それと太子さんさん、この団体さん、交

流サロンの団体さんにおいて実施してございます。場所につきましては大阪芸術大学横

のサンプラザであったりとか、あと河南町のオークワというような形で実施しておりま

す。月３回程度実施しているというふうな形でございます。 

 以上です。 

○西田委員 ありがとうございます。９１頁の予防接種で被害が起きたという、調査委員

の報酬費とありますけれども、コロナのワクチンも予防接種の後の副反応、副作用です

か、すごく心配されているではないですか。こういったことがもし起こったら、これを

開いて、ここでそういうのを対応していくんですか。 

○松井健康増進課長 おっしゃるとおり、予防接種全般につきまして、コロナも含めてで

すが、もし重篤な副反応等が起きました場合には、補償等の内容等も決めていくことに

なりますので、こちらのほうを開きまして、決めていただきたいと思っています。町と

しましては、富田林医師会と大阪府さんが推薦されているお医者さんの方々、富田林保

健所長、この方たちが委員の中に入ってくれております。 

○䭜本（馨）委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○䭜本（馨）委員長 ないようですので、健康福祉部関係についての質疑を終わります。 

 以上で、本日の審議を終わります。 

午後 ３時２９分 散 会 
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